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特集Ⅰ  府中市ってどんなところ？
特集Ⅱ  府中市と首都圏の暮らしくらべ。
全国に誇るモノづくり企業の一例。

01 旭蝶繊維株式会社

02 池田工業有限会社

03 株式会社内海機械

04 株式会社オガワエコノス

05 金光味噌株式会社

06 北川精機株式会社

07 株式会社北川鉄工所

08 株式会社くにひろ屋

09 クロダルマ株式会社

10 株式会社大昌

11 タカノブ食品株式会社

12 高橋工芸株式会社

13 株式会社タテイシ広美社

14 伝統工芸株式会社

15 トラスト株式会社

16 ニチマングループ

17 ヒロボー株式会社

18 株式会社マサシロ

19 ヤスハラケミカル株式会社

20 リョービ株式会社

特集Ⅲ  府中で働く！若手先輩の座談会
　　　脈々受け継がれる仕事の流儀
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や
り
が
い
の
あ
る
働
き
場
所
っ
て
、

ホ
ン
ト
に
首
都
圏
だ
け
な
の
で
し
ょ
う
か
？

こ
れ
か
ら
の
進
路
を
考
え
て
い
る
10
代
の
み
な
さ
ん
、

就
職
活
動
を
控
え
て
い
る
20
代
の
み
な
さ
ん
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
始
め
た
子
育
て
世
代
の
み
な
さ
ん
へ
、

首
都
圏
以
外
に
も
魅
力
的
な
職
場
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

働
き
が
い
の
あ
る
会
社
が
集
ま
る
地
域
は
全
国
各
地
に
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
ひ
と
つ
、
広
島
県
の
府
中
市
は
「
モ
ノ
づ
く
り
」
産
業
が
集
積
し
た
特
徴
的
な
地
域
で
す
。

全
国
に
知
ら
れ
た
府
中
家
具
の
生
産
地
と
し
て

家
具
・
木
製
品
関
連
の
企
業
群
が
古
く
か
ら
栄
え
る
一
方
、

今
で
は
各
種
の
工
業
製
品
づ
く
り
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

金
属
・
機
械
器
具
関
連
の
企
業
群
も
台
頭
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
時
代
を
先
取
り
し
て
事
業
展
開
す
る

府
中
市
の
企
業
の
知
ら
れ
ざ
る
実
力
の
ご
く
一
部
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
府
中
市
の
多
く
の
企
業
が
、

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
た
め
に
若
い
意
欲
あ
る
人
材
を
切
望
し
て
い
ま
す
。

本
書
が
皆
さ
ん
の
職
業
選
択
の
可
能
性
を
大
き
く
広
げ
、

皆
さ
ん
が
将
来
に
わ
た
っ
て

充
実
し
た
ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
＆
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
を
歩
ん
で
い
く
た
め
の
お
役
に
立
て
ば
幸
い
で
す
。

は
じ
め
に
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府
中
市
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

広島県の東部“備
び ん ご

後エリア”に位置します。山々に囲ま
れた盆地です。海はないですが、市内には一級河川の芦
田川が流れ、毎年６月半ばには鮎釣りが解禁されるのが
市民の楽しみの一つです。そろそろ誰かが鮎を届けてく
れる時期じゃね、が初夏の府中のご挨拶です。

賑やかでワクワクするお祭りもあれば、季節の風景の中
に抱かれるような、心がホッとする一日を過ごせるイベ
ントもたくさんありますよ。

都会の人には魅力なのかな？平均通勤時間は 15 分くら
いです。ほとんどの人がクルマ通勤。家から会社までの
ドア toドアです。ときどき、健康のためにのんびり歩い
て行く人もいます。のどかな朝の時間です。

広島県のどのあたり？

イベントやお祭りも
たくさんあるよー。

朝は、ゆるやか通勤

特集Ⅰ

H i r o s h i m a

Fuchu

Fukuyama

Onomichi

Miyoshi

Shiomachi

盆地なので暑いです。夏場には、県内でトップの暑さになり
ます。冬は、北部に位置する上

じょうげ

下町の市民はタイヤを 11月末
にはスタッドレスに履き替えます。中心地では年に１度くらい
しか積もらないので、スタッドレスにする人が少なく、積雪し
た朝はゆっくり運転となり、混むので早めに出勤しましょう。

福山市から三次市の塩
しおまち

町まで結ぶ「福
ふくえん

塩線」
を利用します。府中駅から福山駅までは約
45 分。片道 500 円。府中発福山行きの始発
は 5 時 23 分。福山発府中行きの終電は 23
時 39 分。だいたい１時間に１～２本あります。

市内の病院や市役所など主要機関をめぐる「ぐるっと
バス」は１乗車が大人 150 円で利用できます。朝８時
から 16 時までに 13 便がぐるっとしてます。広島市内へ
ショッピングやカープ観戦に行く際は高速バス「リード
ライナー」を利用します。「道の駅びんご府中」発だと
片道約 1 時間半 2200 円で行けます。府中福山間は１
時間に１～２本の便があります。

暑さ寒さのお仕度について

福山へ遊びに行く時は、
電車「福塩線」で

バスは市内をめぐる足にも、
カープ観戦にも

春
「宇根かたくりまつり」「うやま桜まつり」
「安楽寺さつき祭り」「首無地蔵の大祭」
「十輪院の春の大祭」

夏

「ほたる祭り」「あじさい祭り」「三郎の滝フェスティバル」
「河佐峡フェスティバル」「オオムラサキを自然に帰す集い」
「備後国府まつり」「諸田のベジタブルなコンサート」
「天領上下花火まつり」

秋
「羽高湖湖畔フェスティバル」「上下かかしまつり」
「三郎の滝紅葉まつり」「備後府中食博」
「秋の夢吊橋ウォーク」「奇岩・巨岩の岳山登山の集い」

冬 「ごんぼう祭り」「天領上下ひなまつり」
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市内に総合病院が２軒。かかりつ
け医となる個人病院も点在してい
ます。特殊な病気や治療が必要な
場合は、車で４０分ほどの福山市
や３０分の尾道市へかかるケース
もありますが、主な病院までのバ
スが運行していたり、あまり負担
ではないですよ。

スターバックスはないけどドムドムがある。ユニ
クロはないけどチロルがある。三越はないけど
府中天満屋がある。ニトリはないけどユーホー
があるんです！ちなみに、ユニクロ、ニトリは
市内から車で 20 分くらいの隣町にありますよ。

日常の買い物は市内のお店やスーパーマーケットで十分ですし、
週末に気が向けば隣の福山市にある大型ショッピングモールに
足を延ばすことも。春のお花見は「府中公園」「南の丘公園」「羽
高湖」。海がないので夏は、府中っ子は川遊びが基本。「河佐
峡」「三郎の滝」などで涼みます。市営プール「月見ヶ丘プール」
もオススメ。混んでないし、監視のおじさんがいてくれるので、
子どもたちが安心して泳げます。秋は栗拾い、木の実とりをし
てクリスマスリースづくり、デイキャンプなどで過ごします。冬
は１～２時間ほど車で走ってスノーボード、スキーを楽しみます。

都会と違うところは…。待機児童はゼロ。保育所は駐車場があ
るので車での送迎が一般的です。市内には公園も点在していま
すし、2017 年にリニューアルオープンした「こどもの国ポムポム」
では木製おもちゃが充実。ボルダリングやクッキングも楽しめ
ます。もちろん、大人一人につき子ども二人までしか利用でき
ない…てことはありませんよ＾^
放課後児童クラブや塾、習い事も充実しているので、子どもに
合わせて選択肢も揃っていると思います。大手の塾から、細や
かに支えてくれる個人教室、無料で教えてくれる太鼓教室やワ
ンコインで習えるチアダンスなども。ママ友や子ども達でサー
クルを立ち上げるグループもあるし、練習場所となる公民館や
グラウンドも揃ってます。

最初はとっつきにくいかもしれません。都会の人に対し
てちょっとびっくりしてしまうのかな。外国の方とお話す
るような気分になるんです。言葉が通じるかの不安。ま、
一般的に田舎はどこもそうですよ。でも、慣れてくると、
いい感じになってきます。春はつくしや山菜、夏はキュ
ウリやピーマン、すいか、秋は栗やお花、冬は大根、白
菜を誰かが軒先に届けてくれます。ご近所さんからのお
裾分けで、食卓が美味しく楽しくなるんです。食べ方や
作り方も教えてくれるし、お喋りするとホッとする。大
きな家族のように暮らしていきます。一日のうちのどこ
かで、「やさしいよなあ」と口ずさむことがありますね。

病院も不自由なく
無いけど、
不便じゃないもの

府中焼きがランチの定番

休日の過ごし方
ママ編集者が見た、子育ての実態

どんな人種かというとぉ

府中市ってどんなところ？ってどんなところ？

府中市は、大きく分けて２エリアあります。府中駅
を中心に、住宅や店舗、工場が立ち並ぶ中心地区
と、古い白壁の街並みが風情を感じさせる上下地区
です。また、勤め先や進路先として隣の福山市へ
30 ～ 40 分かけて通勤通学するのも一般的です。

府中市のエリア感覚

てちょっとびっくりしてしまうのかな。外国の方とお話す
るような気分になるんです。言葉が通じるかの不安。ま、
一般的に田舎はどこもそうですよ。でも、慣れてくると、
いい感じになってきます。春はつくしや山菜、夏はキュ
ウリやピーマン、すいか、秋は栗やお花、冬は大根、白
菜を誰かが軒先に届けてくれます。ご近所さんからのお
裾分けで、食卓が美味しく楽しくなるんです。食べ方や
作り方も教えてくれるし、お喋りするとホッとする。大
きな家族のように暮らしていきます。一日のうちのどこ
かで、「やさしいよなあ」と口ずさむことがありますね。

ママ編集者が見た、子育ての実態

てちょっとびっくりしてしまうのかな。外国の方とお話すてちょっとびっくりしてしまうのかな。外国の方とお話す
るような気分になるんです。言葉が通じるかの不安。ま、
一般的に田舎はどこもそうですよ。でも、慣れてくると、
いい感じになってきます。春はつくしや山菜、夏はキュ
ウリやピーマン、すいか、秋は栗やお花、冬は大根、白
菜を誰かが軒先に届けてくれます。ご近所さんからのお
裾分けで、食卓が美味しく楽しくなるんです。食べ方や
作り方も教えてくれるし、お喋りするとホッとする。大
きな家族のように暮らしていきます。一日のうちのどこ
かで、「やさしいよなあ」と口ずさむことがありますね。

中心地区中心地区

Fuchu

上上下地区下地区

一言で“広島焼き”と言っても、広島県内でも各地域で
ネタが違うんです。広島市内は豚バラ肉ともやしを入れ
るのが定番。「尾道焼き」は砂ズリとイカ天を入れる店が
多いですね。「三原焼き」は鳥もつを使用。「竹原焼き」は、
酒粕を生地に練り込んでいます。各地の食べ歩きをする
のもこの辺り備後エリアの魅力です
が、正直なところ「府中焼き」、ど
こにも負けてません！一番美味しい
と自負しております。ラード多めの
和牛挽肉が熱で溶けだし、生地をパ
リパリにします。中ではキャベツが
蒸されてフワッフワに。もやしは入
れないので、ベチョっとなりません。
パリ×フワッです。府中で就職した
ら、ランチは月曜日から金曜日まで

「府中焼き」で♪
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府
中
市
と
首
都
圏
の
暮
ら
し
く
ら
べ
。

広
島
県

府
中
市
で
暮
ら
す
と
…
さ
ら
に
！

特集Ⅱ

広島県府中市
［ 4人ファミリー ］

東京都江戸川区
［ 4人ファミリー ］

■持ち家の場合の支出

経産省平成27年生活コストの「見える化」システム（β版）での算出例

世帯計 5,658,046円 7,934,263円

消費支出 3,874,956円 5,699,940円

食料 766,824円 917,004円

住居（ローン返済額） 678,648円 2,165,184円

住居（設備修繕･維持） 39,744円 45,336円

光熱･水道 279,660円 249,888円

家具･家事用品 123,240円 118,380円

被服および履物 178,152円 222,996円

保険医療 130,536円 134,424円

交通･通信 587,688円 701,664円

教育 211,572円 236,484円

教養娯楽 461,340円 480,540円

その他の消費支出 417,552円 428,040円

非消費支出 1,783,090円 2,234,323円

直接税 766,690円 948,223円

社会保険料 1,016,400円 1,286,100円

夫婦と子どもが2人
※長子が小学生
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府中市「桜が丘」は小高い丘の上にある住宅地。最大350
万円の補助があるよ！

特典１／定住促進補助金50万円
特典２／新築支援補助金50万円
特典３／転入促進補助金50万円
特典４／子育て支援補助金50万円
特典５／複数区画購入助成金
　　　　２区画目の土地価格の10％助成
特典６／住宅用太陽光発電システム設置費補助金
　　　　最大100万円補助
特典７／まちなみ整備及び緑化推進補助金30万円

住 ま い

府中市内に1年以上居住しているなど、条件を満たした
人が1回25万円を上限とし助成を受けられます。

不妊治療

乳幼児等が医療機関において、保険診療を受ける際の自
己負担部分を助成します。
０才児～中学卒業前まで通院・入院の一部負担金は、保
険医療機関、訪問看護事業者、施術所ごとに１日500円

医 　 療

府中市で創業される場合の補助金は「府中商工会議所」
のHPでチェックしてみて！

http://www.fuchucci.or.jp/

起 　 業

府中市とと首都圏の暮らしくらべ。の暮らしくらべ。

全
国
に
誇
る
モ
ノ
づ
く
り
企
業
の
一
例
。

広島県府中市で受けられる生活サポート。

and more...
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デニム地、ハーフパン
ツなど、前例のない作
業服の開発が強みだ。
既成概念にとらわれず、
自分がよいと思ったこ
とを貫いて形にできる
人材を求めている。

と
い
う
外
来
語
が
日
本
で
定
着
す

る
そ
の
一
翼
を
、
同
社
が
担
っ
た

と
い
う
言
い
方
を
し
て
も
大
げ
さ

で
は
な
い
。
児こ
だ
ま玉
賢け
ん
じ士
社
長
は
「
世

界
標
準
の
仕
事
を
し
た
い
。
そ
ん

な
思
い
で
、
海
外
で
通
じ
る
こ
の

言
葉
を
、
同
業
他
社
に
先
駆
け
て

10
年
以
上
前
か
ら
使
い
始
め
た
」

と
振
り
返
る
。＊　

＊　

＊

　

デ
ニ
ム
の
ワ
ー
ク
ウ
エ
ア
に
話

を
戻
そ
う
。
同
社
が
こ
れ
を
発
売

し
た
の
は
２
０
１
５
年
で
、
そ
れ

ま
で
は
デ
ニ
ム
地
を
作
業
服
に
使

う
の
は
タ
ブ
ー
だ
っ
た
と
い
う
。

生
地
が
重
く
、
動
き
に
く
い
。
洗

濯
し
た
後
の
乾
き
が
遅
い
。
色
落

ち
の
度
合
い
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る

の
で
制
服
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
、

と
い
う
声
も
あ
っ
た
。
デ
メ
リ
ッ

ト
の
指
摘
は
多
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
同
社
は
、
同
じ
備
後
地

域
に
あ
る
デ
ニ
ム
の
カ
ジ
ュ
ア
ル

ウ
エ
ア
の
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
、

軽
量
で
ス
ト
レ
ッ
チ
性
能
の
あ
る

デ
ニ
ム
素
材
を
用
い
た
ワ
ー
ク
ウ

エ
ア
を
開
発
し
、
発
売
し
た
。
価

格
は
一
般
の
ウ
エ
ア
よ
り
高
く

な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
売
れ
行
き

は
上
々
だ
と
い
う
。「
既
成
概
念
に

と
ら
わ
れ
ず
に
ニ
ー
ズ
の
あ
る
製

品
を
つ
く
れ
ば
売
れ
る
。
世
の
中

に
、
あ
り
そ
う
で
な
か
っ
た
物
を

生
み
出
し
続
け
て
い
き
た
い
」（
児

玉
さ
ん
）

＊　

＊　

＊

　

２
０
１
２
年
に
発
売
し
た
ポ

ケ
ッ
ト
の
な
い
ワ
ー
ク
ウ
エ
ア
も
、

そ
れ
ま
で
は
収
納
を
増
や
す
こ
と

に
一
辺
倒
だ
っ
た
業
界
の
常
識
に

一
石
を
投
じ
た
製
品
だ
。「
そ
ん
な

も
の
が
本
当
に
売
れ
る
の
か
」
と

い
ぶ
か
る
声
が
社
内
で
も
上
が
っ

た
が
、
発
売
し
た
後
、
製
造
ラ
イ

ン
へ
の
異
物
混
入
の
リ
ス
ク
を
な

く
し
た
い
企
業
か
ら
、
引
き
合
い

が
続
い
て
い
る
。

　

２
０
１
８
年
に
は
ハ
ー
フ
パ
ン

ツ
型
の
ワ
ー
ク
ウ
エ
ア
を
発
売
し

た
。
海
外
で
は
珍
し
く
な
い
が
、

日
本
製
は
見
か
け
な
い
。
で
も
熱

中
症
対
策
と
し
て
の
ニ
ー
ズ
が
あ

る
と
判
断
し
て
、
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

に
加
え
る
こ
と
に
し
た
。「
す
ぐ
同

業
他
社
も
ま
ね
を
し
て
く
る
に
違

い
な
い
」
と
児
玉
さ
ん
は
笑
う
。

　

ワ
ー
ク
ウ
エ
ア
、
い
わ
ゆ
る
作

業
服
を
製
造
し
て
い
る
旭
あ
さ
ひ
ち
ょ
う
せ
ん
い

蝶
繊
維

の
製
品
カ
タ
ロ
グ
。
デ
ニ
ム
の
ウ

エ
ア
な
ど
を
お
し
ゃ
れ
に
着
こ
な

し
て
い
る
若
者
の
写
真
や
イ
ラ
ス

ト
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
ま

る
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
通
販
カ
タ
ロ

グ
の
よ
う
だ
。

　

同
社
が
、
戦
時
中
の
軍
服
の
製

造
か
ら
戦
後
に
作
業
服
へ
と
主
力

を
転
換
し
て
今
に
至
る
、
80
年
以

上
の
歴
史
あ
る
企
業
で
あ
る
こ
と

に
気
づ
く
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
「
ワ
ー
ク
ウ
エ
ア
」

同
業
他
社
が

ま
ね
を
す
る

常
識
破
り
の

作
業
服

広島県府中市府川町110
売上高：26億円
従業員数：140人01 旭蝶繊維株式会社
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音楽業界、DJが待
ち望んだ名器の復活
は、日本で最後まで
ターンテーブルを製
産し続けた池田工業
に託された。

力
工
場
と
し
て
創
業
。
精
密
機
械

加
工
を
生
業
と
す
る
。
現
在
の
取

引
先
は
、
リ
ョ
ー
ビ
を
は
じ
め
、

金
属
部
品
製
造
会
社
の
キ
ャ
ス
テ

ム
や
キ
ン
グ
パ
ー
ツ
な
ど
。
ア
ル

ミ
の
ダ
イ
カ
ス
ト
（
金
型
を
使
っ

て
鋳
物
を
大
量
生
産
す
る
方
法
）

が
８
割
、
ロ
ス
ト
ワ
ッ
ク
ス
（
ろ

う
製
の
模
型
か
ら
耐
火
性
粉
末
を

固
め
た
鋳
型
を
作
り
、
鋳
造
す
る

方
法
）
が
２
割
だ
。

　

こ
の
２
本
柱
で
自
動
車
部
品
、

防
衛
機
器
部
品
、
新
幹
線
車
両
部

品
の
ほ
か
、
食
品
製
造
用
、
医
療

用
の
機
器
部
品
な
ど
を
手
掛
け
る
。

自
動
車
部
品
は
、
本
田
技
研
工
業
、

ス
ズ
キ
、
日
産
自
動
車
、
日
野
自

動
車
、
三
菱
自
動
車
工
業
な
ど
の

大
手
メ
ー
カ
ー
向
け
。
池
田
工
業

の
製
品
は
世
界
で
活
躍
す
る
日
本

製
品
を
支
え
る
。

　

１
９
７
２
年
か
ら
２
０
０
９
年

ま
で
レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
メ
ー

カ
ー
の
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
加
工
に

携
わ
り
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に

一
旦
終
了
し
た
も
の
の
今
回
の
復

活
。
長
年
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
精
度
の

高
さ
が
「
こ
の
製
品
を
作
ら
せ
た

ら
こ
こ
」
と
名
指
し
を
受
け
た
。

＊　

＊　

＊

　
「
削
る
プ
ロ
」。
創
業
以
来
、
真

摯
に
技
術
を
磨
き
、
製
品
の
精
度

を
上
げ
て
き
た
。
そ
の
何
十
年
も

の
経
験
と
技
術
は
従
業
員
に
伝
承

さ
れ
、
池
田
工
業
は
難
易
度
の
高

い
仕
事
が
で
き
る
、
と
定
評
を
得

た
。
ア
ル
ミ
だ
け
で
な
く
ス
テ
ン

レ
ス
や
銅
を
も
削
る
技
術
が
あ
る
。

　

仕
事
は
、
ロ
ッ
ト
数
の
多
い
大

口
注
文
が
ほ
と
ん
ど
で
、
24
時
間

体
制
で
対
応
。
生
産
能
力
の
高
さ

も
信
頼
さ
れ
る
ひ
と
つ
だ
。
ト
ッ

プ
を
は
じ
め
従
業
員
の
意
識
も
高

く
、
得
意
先
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
が

30
カ
月
ゼ
ロ
と
い
う
実
績
も
あ
る
。

こ
の
社
風
が
、
成
長
へ
と
つ
な
が

る
。
２
０
１
８
年
７
月
に
は
第
２

工
場
が
完
成
し
た
。

　

働
き
方
は
、
加
工
作
業
や
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
「
多
能
工
」
的
。

そ
う
す
る
こ
と
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
な
る
。「
や
る
気
、
や
る
腕
、
や

る
環
境
。
こ
の
３
つ
が
そ
ろ
っ
て
、

大
き
な
仕
事
が
で
き
る
社
員
へ
と

成
長
す
る
」
と
山や
ま
お
か岡
政ま
さ
と
し敏
社
長
は

社
員
に
期
待
す
る
。

　

２
０
１
６
年
１
月
に
米
国
ラ
ス

ベ
ガ
ス
で
行
わ
れ
た
世
界
最
大
の

家
電
見
本
市
で
、
世
界
で
初
め

て
ダ
イ
レ
ク
ト
ド
ラ
イ
ブ
タ
ー
ン

テ
ー
ブ
ル
を
生
ん
だ
テ
ク
ニ
ク
ス

が
、
Ｓ
Ｌ
シ
リ
ー
ズ
を
復
活
。
テ

ク
ニ
ク
ス
50
周
年
記
念
モ
デ
ル
「
Ｓ

Ｌ
１
２
０
０
Ｇ
Ａ
Ｅ
」
は
、
予
約

開
始
30
分
で
完
売
し
た
。

　

そ
の
Ｓ
Ｌ
シ
リ
ー
ズ
の
タ
ー
ン

テ
ー
ブ
ル
を
、
た
っ
た
１
社
が
加

工
す
る
。
そ
れ
が
池い
け
だ
こ
う
ぎ
ょ
う

田
工
業
だ
。

＊　

＊　

＊

　

１
９
５
６
年
に
リ
ョ
ー
ビ
の
協

名
器
タ
ー
ン

テ
ー
ブ
ル
は

こ
こ
で

生
ま
れ
る

広島県府中市目崎町343-2
売上高：3億8000万円
従業員数：48人02 池田工業有限会社
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毎日違った製品を加工して
いく。知識や技術も豊富に
習得することになる。

を
大
量
生
産
す
る
会
社
は
数
あ
る

が
、
顧
客
の
要
望
に
応
じ
た
部
品

１
個
を
、
ぶ
っ
ち
ぎ
り
の
速
さ
で

完
成
さ
せ
る
会
社
は
そ
う
そ
う
な

い
。
こ
れ
が
日
々
何
十
社
か
ら
も

の
依
頼
が
来
る
理
由
だ
。

＊　

＊　

＊

　

社
員
の
働
き
方
も
特
徴
的
。
１

つ
の
技
術
だ
け
に
特
化
す
る
の
で

は
な
く
、
工
程
の
全
て
に
携
わ
る

「
多
能
工
」
集
団
だ
。
顧
客
か
ら
要

望
を
聞
き
、
見
積
も
り 

→ 

受
注 

→ 

材
料
発
注 

→ 

製
作
（
旋
盤
・

マ
シ
ニ
ン
グ
・
溶
接
・
研
磨
・
複

合
機
な
ど
）
→ 

部
品
完 

→ 

社
内

検
査 

→ 

出
荷
、
と
い
う
複
数
の
作

業
を
、
１
人
で
手
掛
け
る
。

　

日
々
異
な
る
作
業
の
、
与
え
ら

れ
た
課
題
か
ら
ゴ
ー
ル
ま
で
、
手

を
た
だ
動
か
す
だ
け
で
は
な
い
。

プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
個
人
の
得
意

分
野
を
見
い
だ
し
、
技
術
を
磨
い

て
い
く
。
自
分
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

し
な
が
ら
働
く
社
員
の
成
長
が
、

会
社
の
成
長
に
つ
な
が
る
。
そ
れ

が
同
社
が
求
め
る
人
材
像
だ
。

＊　

＊　

＊

　

５
カ
年
計
画
で
、
ど
こ
に
も
負

け
な
い
「
卓
越
し
た
工
場
」
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
。
整
理
・
整
頓
・

清
掃
・
清
潔
・
し
つ
け
の
「
５
Ｓ
」、

「
見
え
る
化
」、
現
場
で
知
恵
を
出

し
て
手
づ
く
り
で
行
う
「
か
ら
く

り
改
善
」、
在
庫
管
理
手
法
の
「
３

定
」
を
実
践
し
、
数
年
前
ま
で
の

雑
然
と
し
た
工
場
は
一
変
し
た
。

同
時
に
品
質
が
上
が
り
、
低
価
格

化
に
成
功
。
業
績
が
伸
び
、
関
わ

る
企
業
へ
も
間
接
的
に
利
益
を
与

え
た
。

　

ど
ん
な
時
代
の
変
化
に
も
対
応

で
き
る
会
社
づ
く
り
に
不
可
欠
な

の
は
人
材
だ
。「
常
に
顧
客
へ
新

し
い
価
値
を
提
供
で
き
る
社
員
に

育
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
内う
つ
み
か
ず
ひ
ろ

海
和
浩

社
長
は
願
う
。
業
績
ア
ッ
プ
に
伴

い
、
給
与
も
年
々
増
加
し
て
い
る

と
い
う
。

　

個
々
の
レ
ベ
ル
を
引
き
上
げ
る

資
格
取
得
研
修
も
充
実
し
て
い
る
。

社
内
に
掲
げ
た
技
能
士
一
覧
表
に

は
、
安
全
衛
生
、
内
部
品
質
管
理
、

ク
レ
ー
ン
、
玉
掛
け
、
ガ
ス
溶
接

な
ど
19
の
資
格
を
持
つ
個
人
名
が

並
ぶ
。
可
能
性
を
広
げ
る
チ
ャ
ン

ス
に
恵
ま
れ
た
職
場
だ
。

　

工
場
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る

と
、
き
ち
ん
と
清
掃
整
理
さ
れ
た

構
内
の
美
し
さ
が
際
立
っ
て
い
る
。

作
業
服
を
着
た
若
者
達
が
何
人
も
、

作
業
の
手
を
止
め
て
挨
拶
を
す
る

姿
か
ら
は
、
職
場
の
雰
囲
気
の
良

さ
も
伝
わ
る
。
内う
つ
み
き
か
い

海
機
械
は
「
高

品
質
」「
単
品
」「
超
短
納
期
」
を

得
意
と
す
る
、
工
作
機
械
を
製
造

す
る
会
社
だ
。

　

納
入
先
は
主
に
、
工
作
機
械
、

自
動
車
設
備
関
連
、
食
品
関
連
の

企
業
。
府
中
市
を
中
心
に
西
日
本

各
地
か
ら
注
文
を
受
け
る
。
部
品

断
ト
ツ
の

速
さ
は

「
多
能
工
」の

集
団
で

広島県府中市鵜飼町743-1
売上高：1億6000万円
従業員数：12人03 株式会社内海機械
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ゴミ出しの際や浄化槽の点
検など社員の対応の良さが
市民から高く評価されてい
る。社員の気持ちの良い対
応が、ゴミ処理のイメージ
を変えている！

れ
を
ボ
イ
ラ
ー
設
備
を
所
有
す
る

企
業
へ
提
供
し
、
二
酸
化
炭
素
の

排
出
削
減
に
貢
献
し
て
い
る
。

＊　

＊　

＊

　

３
Ｋ
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
業
種

だ
が
、
実
際
の
社
内
は
、
い
た
っ

て
ク
リ
ー
ン
だ
。
い
つ
誰
が
来
て

も
気
持
ち
よ
く
見
て
も
ら
え
る
よ

う
、
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・
清
潔
・

し
つ
け
・
作
法（
マ
ナ
ー
）の「
６
Ｓ
」

を
徹
底
。
常
に
「
見
ら
れ
て
い
る

意
識
」
を
全
従
業
員
が
持
っ
て
い

る
。「
い
い
社
員
が
、
い
い
仕
事
を

し
て
、
い
い
会
社
に
な
る
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
環
境
美
化
活
動
、
工
場

見
学
、
環
境
出
前
講
座
を
行
う
。

　

さ
ら
に
、
自
社
の
農
園
で
食
育

体
験
も
実
施
。
食
品
廃
棄
物
か
ら

製
造
し
た
エ
コ
堆
肥
を
使
っ
て
育

て
た
農
作
物
を
提
供
す
る
朝
市
は
、

楽
し
み
に
し
て
い
る
府
中
市
民
も

多
い
。
社
会
貢
献
は
数
え
き
れ
な

い
。
そ
の
評
価
は
、「
Ａ
Ａ
」
と
い

う
Ｓ
＆
Ｐ
の
格
付
け
や
環
境
大
臣

表
彰
、
数
々
の
認
定
が
物
語
る
。

＊　

＊　

＊

　

拠
点
は
、
福
山
・
岡
山
・
仙
台
・

東
京
に
も
あ
る
。
活
動
エ
リ
ア
は

県
外
で
は
関
西
、
四
国
、
九
州
へ

と
拡
大
。
そ
れ
に
伴
い
、
売
り
上

げ
も
安
定
し
て
伸
び
て
い
る
。
給

与
は
他
業
種
に
比
べ
て
も
引
け
を

と
ら
な
い
と
い
う
。
ボ
ー
ナ
ス
も

年
２
回
。

　

社
員
研
修
や
、
従
業
員
と
家
族

の
健
康
増
進
に
向
け
た
啓
蒙
活
動

に
も
積
極
的
だ
。
健
康
経
営
優
良

認
定
を
４
年
連
続
で
受
け
て
い
る

ほ
か
、「
チ
ー
ム
が
ん
対
策
ひ
ろ
し

ま
」「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
」

に
企
業
登
録
。
健
康
診
断
に
が
ん

検
診
を
追
加
し
た
り
、
勤
務
時
間

内
に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導

の
下
で
健
康
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
実

施
し
た
り
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

従
業
員
の
家
族
や
地
域
の
人
た
ち

へ
の
ヨ
ガ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
も

提
供
。
残
業
は
、
繁
忙
期
や
突
発

的
な
場
合
を
除
き
、
な
く
す
方
針

を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

入
社
し
て
半
年
は
現
場
研
修

で
、
全
て
の
部
署
を
体
験
す
る
。

２
０
１
６
年
度
か
ら
人
事
制
度
を

一
新
し
、
社
員
の
成
長
を
評
価
し

て
育
成
に
つ
な
げ
て
い
る
。
各
業

務
で
女
性
が
活
躍
で
き
る
現
場
だ
。

　

１
９
５
２
年
に
創
立
。
60
年
を

経
て
オ
ガ
ワ
エ
コ
ノ
ス
は
、
地
域

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
地
球
環
境
に
必

要
と
さ
れ
る
企
業
へ
と
、
成
長
を

続
け
て
い
る
。

　

業
務
の
柱
は
、
廃
棄
物
関
連
、

汚
水
処
理
関
連
、
そ
の
他
環
境
関

連
。
地
域
の
工
場
か
ら
出
た
不
要

な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
建
設
現
場
な

ど
で
発
生
し
た
紙
く
ず
や
木
く
ず

を
集
め
、
熱
を
加
え
て
圧
縮
さ
せ

た
固
形
燃
料
の
Ｒ
Ｐ
Ｆ
は
、
再
び

も
の
づ
く
り
の
一
翼
を
担
う
。
こ

廃
棄
物
か
ら

エ
ネ
ル
ギ
ー

を
つ
く
る

環
境
企
業

広島県府中市高木町502-10
売上高：37億400万円
従業員数：238人04 株式会社

オガワエコノス
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ディップは、ゴハンの上に
のせてもいいし、サンド
イッチの具材にもなるし、
野菜に巻いて食べることも
でき、アレンジ自在。世界
中の主婦のハートを掴む！

＊　

＊　

＊

　

味
噌
と
い
え
ば
日
本
の
食
卓

に
欠
か
せ
な
い
調
味
料
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
だ
が
、
金
光
味
噌
の
市
場

は
５
割
以
上
が
海
外
。
40
年
前
か

ら
輸
出
を
始
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中

心
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
北
米
、

ア
ジ
ア
な
ど
各
国
の
食
文
化
に
ア

レ
ン
ジ
し
た
製
品
を
開
発
し
て
、

積
極
的
に
現
地
の
展
示
会
へ
乗
り

込
ん
で
い
く
。
同
社
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
、
海
外
で
の
商
戦

の
頻
度
に
驚
く
。

　

そ
れ
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
製

品
開
発
も
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
、
多
い
と

き
に
は
月
に
３
、４
品
も
の
開
発
が

同
時
進
行
。「
お
味
噌
汁
の
味
噌
」

と
い
う
限
ら
れ
た
枠
で
は
な
く
、

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、デ
ィ
ッ
プ
、カ
レ
ー

な
ど
、
表
現
を
広
げ
て
、
現
在
は

70
品
以
上
も
の
自
社
製
品
が
世
界

中
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
並
ん

で
い
る
の
だ
。＊　

＊　

＊

　

各
国
で
通
用
す
る
強
み
と
な
っ

て
い
る
の
は
、
１
４
０
年
以
上
も

の
長
い
期
間
、
蔵
で
様
々
な
菌
と

戦
い
続
け
、成
長
し
て
き
た
「
蔵
菌
」

の
存
在
。
ど
の
味
噌
蔵
と
も
違
う
、

同
社
だ
け
の
深
い
味
わ
い
の
基
礎

に
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
有
機
素
材
に
よ
る
味

噌
づ
く
り
を
先
駆
け
て
実
践
し
た

こ
と
で
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
市
場
で
あ

る
海
外
の
消
費
者
に
受
け
入
れ
ら

れ
て
き
た
。
米
国
で
は
小
麦
を
含

ま
な
い
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
製
品
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
塩
分
濃
度
が
醤

油
の
半
分
以
下
の
醤
油
麹
が
伸
び

続
け
て
い
る
。
こ
う
し
て
海
外
向

け
に
企
画
し
た
製
品
が
、
め
ぐ
り

め
ぐ
っ
て
今
少
し
ず
つ
日
本
で
も

注
目
さ
れ
始
め
て
い
る
と
い
う
。

　
「
味
噌
は
発
酵
食
品
の
中
で
も
、

不
思
議
な
力
を
持
っ
て
い
る
。
ヨ
ー

グ
ル
ト
や
チ
ー
ズ
と
は
違
い
、
メ

カ
ニ
ズ
ム
が
複
雑
。
そ
の
分
、
商

材
と
し
て
無
限
の
魅
力
が
あ
る
と

思
う
」
と
、
金
光
さ
ん
は
新
た
に

イ
ン
ド
や
ネ
パ
ー
ル
に
も
仕
掛
け

て
い
く
勢
い
だ
。

　

面
白
い
企
画
を
次
々
と
形
に
し

て
い
く
斬
新
さ
と
、
ユ
ニ
ー
ク
な
採

用
方
法
を
試
み
る
柔
軟
さ
と
を
併

せ
持
つ
味
噌
蔵
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

な
仕
事
が
で
き
る
会
社
だ
。

　

ペ
ー
パ
ー
試
験
も
な
け
れ
ば
、

面
接
も
な
い
！　

標
高
５
０
０
ｍ

ほ
ど
の
妙み
ょ
う
け
ん
さ
ん

見
山
ま
で
ハ
イ
キ
ン
グ

を
し
、府
中
公
園
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

そ
の
後
は
工
場
見
学
―
―
。

　

こ
の
新
し
い
採
用
試
験
を
試
み

る
の
は
、
創
業
１
４
０
年
を
超
え

る
府
中
味
噌
蔵
、金か
ね
み
つ光
味み

そ噌
だ
。「
一

緒
に
働
く
の
だ
か
ら
、
苦
し
い
山

登
り
や
、
楽
し
い
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

す
る
な
か
で
、
人
と
な
り
を
感
じ

さ
せ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
」と
、

金か
ね
み
つ
こ
う
い
ち

光
康
一
社
長
自
ら
が
本
気
で
人

材
探
し
を
行
う
。

輸
出
が

伸
び
る

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｏ

広島県府中市府中町628
売上高：１億5000万円
従業員数：18人05 金光味噌株式会社
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独自の技術力を活かしたプ
レス装置や省力設備機械
など国内外で50件近い特許
を取得してきた「北川精機」
は、プレス技術で先端を走
る機械メーカーだ。

＊　

＊　

＊

　

パ
ソ
コ
ン
内
部
な
ど
で
、
細
か

い
部
品
が
ひ
し
め
き
合
う
緑
色
の

板
を
見
た
こ
と
が
あ
る
人
も
い
る

と
思
う
が
、
こ
れ
が
ま
さ
に
プ
リ

ン
ト
基
板
で
、
電
子
回
路
の
組
立

に
不
可
欠
な
部
品
だ
。
わ
ず
か
な

空
気
が
入
る
だ
け
で
も
不
具
合
が

起
き
て
し
ま
う
た
め
、
加
工
す
る

プ
レ
ス
機
に
も
繊
細
な
技
術
が
必

要
と
な
る
。

　

そ
ん
な
重
要
な
役
割
を
担
う
プ

レ
ス
技
術
を
支
え
る
の
は
、「
温
度
」

「
真
空
」「
圧
力
」「
動
作
」
を
制
御

す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
。
こ
の
４
つ

の
技
術
を
融
合
さ
せ
た
制
御
シ
ス

テ
ム
が
ベ
ー
ス
と
な
り
、
高
い
評

価
を
受
け
て
い
る
。

　

特
に
、
プ
リ
ン
ト
基
板
の
材
料

と
な
る
銅
張
積
層
板
を
成
形
す
る

プ
レ
ス
装
置「
Ｃ
Ｃ
Ｌ
プ
レ
ス
」は
、

真
空
化
を
可
能
に
し
た
こ
と
で
、

劣
化
が
少
な
く
高
品
質
な
成
形
が

で
き
る
と
海
外
の
顧
客
か
ら
発
注

が
来
る
ほ
ど
だ
。

　

ま
た
、
近
年
、
業
界
か
ら
の
注

目
を
集
め
て
い
る
の
が
、
炭
素
繊

維
強
化
樹
脂
の
成
形
が
可
能
な
プ

レ
ス
装
置
を
開
発
し
、
発
表
し
た

こ
と
だ
。
炭
素
繊
維
を
使
っ
た
素

材
は
、
軽
く
て
鉄
を
超
え
る
強
度

が
あ
る
た
め
、
次
世
代
の
軽
量
化

素
材
と
し
て
メ
ー
カ
ー
が
し
の
ぎ

を
削
っ
て
研
究
開
発
し
て
い
る
。

そ
の
新
素
材
を
成
形
で
き
る
装
置

が
開
発
さ
れ
た
と
あ
っ
て
経
済
誌

で
も
期
待
大
の
声
が
上
が
っ
て
い

る
。
コ
ス
ト
が
高
く
成
形
に
時
間

が
か
か
る
な
ど
、
普
及
ま
で
に
解

決
す
べ
き
課
題
も
あ
る
素
材
だ
が
、

大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
分
野
だ
。

＊　

＊　

＊

　

北
川
精
機
は
、
確
か
な
技
術
力

と
柔
軟
な
発
想
力
で
、
顧
客
か
ら

の
要
望
に
応
え
る
商
品
提
案
を

行
っ
て
き
た
。
心
が
け
て
い
る
の

は
、
こ
こ
の
部
品
の
精
度
を
究
極

ま
で
上
げ
て
い
く
こ
と
。

　

２
０
１
６
年
度
か
ら
は
、
社
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
い

く
た
め
の
セ
ル
フ
チ
ャ
レ
ン
ジ
制

度
を
導
入
。
製
造
技
術
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、
一
人
ひ
と

り
が
能
力
を
如
何
な
く
発
揮
で
き

る
よ
う
な
職
場
づ
く
り
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

家
具
メ
ー
カ
ー
向
け
の
合
板
機

械
の
製
造
販
売
を
目
的
に
創
業
し

て
約
60
年
。
合
板
プ
レ
ス
で
使
用

す
る
油
圧
ユ
ニ
ッ
ト
を
転
用
す
る

こ
と
で
、
搬
送
機
械
分
野
へ
の
進

出
も
果
た
し
た
。

　

さ
ら
に
、
成
形
技
術
を
進
化
さ

せ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
、
自
動
車
用
の
電
子
部
品

な
ど
多
様
な
電
子
機
器
に
内
蔵
さ

れ
て
い
る
プ
リ
ン
ト
基
板
を
製
造

す
る
た
め
の
プ
レ
ス
機
を
開
発
し

た
。
今
で
は
北き
た
が
わ
せ
い
き

川
精
機
の
主
力
製

品
と
な
っ
て
い
る
。

ス
マ
ホ
に
内
蔵

の
ア
レ
も
！

繊
細
な

プ
レ
ス
技
術

広島県府中市鵜飼町800-8
売上高：40億3700万円
従業員数：138人06 北川精機株式会社
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安全第一の職場には、
仲間を思いやる職人が
育つ。そして、出来上
がった製品が出荷され、
次の現場の安全を守っ
ている。建設現場で活
躍するクレーン、ウイ
ンチ、制御盤もそのひ
とつだ。

＊　

＊　

＊

　

一
本
目
の
柱
が
、
売
り
上
げ
の

半
分
を
占
め
る
と
い
う
金
属
素
形

材
事
業
。
自
動
車
部
品
を
中
心
に
、

農
業
機
械
部
品
や
建
築
機
械
部
品

な
ど
、
グ
ラ
ム
単
位
の
精
密
な
も

の
か
ら
１
０
０
キ
ロ
に
近
い
重
さ

の
も
の
ま
で
、
様
々
な
部
品
を
製

造
し
て
い
る
、
な
か
で
も
、
加
工

し
や
す
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
素
材
を
開

発
し
て
い
る
こ
と
、
幅
広
い
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
複
数
の
製
造

方
法
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
、
さ

ら
に
、
鋳
造
か
ら
加
工
、
組
み
立

て
ま
で
の
一
貫
生
産
で
加
工
完
成

品
を
提
供
で
き
る
こ
と
は
、
北
川

鉄
工
所
な
ら
で
は
の
強
み
と
な
っ

て
い
る
。
タ
イ
、
メ
キ
シ
コ
へ
も

工
場
を
展
開
し
、
世
界
で
生
産
さ

れ
る
新
車
の
お
よ
そ
10
台
に
１
台

が
、
北
川
鉄
工
所
で
作
っ
た
部
品

を
搭
載
し
て
い
る
。

　

二
本
目
の
柱
が
、
工
作
機
器
事

業
。
こ
の
事
業
で
は
、
旋
盤
に
装

着
し
て
加
工
物
を
つ
か
む
「
チ
ャ
ッ

ク
」
や
、
１
台
で
削
っ
た
り
磨
い

た
り
穴
を
開
け
た
り
と
い
う
異
種

の
加
工
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
マ

シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
に
装
着
し
て
、

加
工
物
を
任
意
の
角
度
に
回
転
さ

せ
る
「
Ｎ
Ｃ
円
テ
ー
ブ
ル
」、
加

工
物
を
挟
ん
で
締
め
付
け
固
定
さ

せ
る
「
パ
ワ
ー
バ
イ
ス
」
な
ど
の

製
造
販
売
を
手
が
け
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
が
、
車
や
家
電
な
ど
身
の

周
り
の
も
の
を
作
る
の
に
無
く
て

は
な
ら
な
い
工
作
機
械
の
加
工

を
支
え
る
重
要
な
補
用
機
器
だ
。

１
０
０
０
分
の
１
ミ
リ
の
ズ
レ
も

許
さ
れ
な
い
精
密
さ
が
必
要
で
、

特
に
「
つ
か
ん
で
回
す
」
が
役
割

の
パ
ワ
ー
チ
ャ
ッ
ク
は
、
年
間

２
万
台
、
世
界
１
８
０
カ
国
で
使

用
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
規
模
や
品

質
に
お
い
て
「
世
界
標
準
」
と
呼

べ
る
ほ
ど
の
地
位
を
確
率
し
て
い

る
。

　

加
工
製
品
の
形
状
が
多
種
多
様

に
な
っ
て
い
る
な
か
、
顧
客
か
ら

の
「
こ
ん
な
形
の
も
の
を
つ
か
め

な
い
だ
ろ
う
か
」
と
の
要
望
に
応

え
る
た
め
、
特
殊
チ
ャ
ッ
ク
の
設

計
も
行
う
。
職
種
を
越
え
た
ス
タ
ッ

フ
が
集
ま
り
、
新
た
な
ノ
ウ
ハ
ウ

を
加
え
た
、
世
界
に
一
つ
だ
け
の

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
品
だ
。
こ
の
臨

　

北き
た
が
わ
て
っ
こ
う
し
ょ

川
鉄
工
所
は
、
１
９
１
８
年
、

北
川
船
具
製
作
所
と
し
て
誕
生
し
、

創
業
１
０
０
年
を
迎
え
た
。
滑
車

や
操
舵
輪
な
ど
木
造
船
用
機
械
器

具
の
製
造
販
売
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

滑
車
に
か
け
た
麻
ロ
ー
プ
を
巻
き

取
る
手
巻
き
ウ
イ
ン
チ
や
、
滑
車

を
動
か
す
と
き
に
使
う
ベ
ア
リ
ン

グ
の
製
造
に
着
手
し
た
こ
と
か
ら
、

鋳
物
加
工
の
分
野
へ
事
業
を
拡
大
。

今
で
は
、
金
属
素
形
材
事
業
、
工

作
機
器
事
業
、
産
業
機
械
事
業
の

３
分
野
を
柱
と
す
る
も
の
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

小
部
品
も

大
型
機
も
、

高
精
度
の

鉄
製
品

広島県府中市元町77-1
売上高：582億8800万円（連結）
従業員数：1440人07 株式会社北川鉄工所
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２
０
１
６
年
版
に
続
き
２
度
目
の

１
位
。
日
本
一
離
職
者
の
少
な
い

会
社
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
必
要
と
す
る

仕
事
だ
け
に
仲
間
意
識
が
高
く
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
気
軽
に
声
を

か
け
合
う
雰
囲
気
が
出
来
上
が
っ

て
い
る
。
実
際
、
北
川
鉄
工
所
で

働
く
人
は
、
は
た
か
ら
見
て
も
、

と
て
も
雰
囲
気
が
い
い
。「
夏
休
み

に
家
族
も
呼
ん
で
く
れ
て
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
し
た
ん
よ
。
子
供
も
楽
し

め
て
よ
か
っ
た
わ
あ
」「
ほ
ん
ま
、

え
え
人
が
多
い
け
、
あ
り
が
た
い

ん
よ
」
と
い
う
話
を
聞
く
ほ
ど
。

な
の
で
、
地
元
で
は
「
北
川
鉄
工

所
で
働
い
て
い
る
人
と
結
婚
す
る

ん
よ
」
と
い
う
と
「
そ
れ
は
し
っ

か
り
し
た
会
社
の
人
と
縁
が
あ
っ

て
よ
か
っ
た
ん
な
あ
」
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

　

し
っ
か
り
し
た
ベ
ー
ス
が
あ
り

な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で

新
し
い
こ
と
に
も
ど
ん
ど
ん
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る

北
川
鉄
工
所
。
一
人
ひ
と
り
の
可

能
性
を
じ
っ
く
り
育
て
た
い
と
新

入
社
員
を
対
象
と
し
た
研
修
に
注

力
。
３
事
業
の
各
部
門
を
体
験
す

る
こ
と
で
、
も
の
づ
く
り
の
ベ
ー

ス
と
な
る
力
を
養
い
、
発
想
力
や

開
発
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
専
門
知
識
を
発
揮
で

き
る
フ
ィ
ー
ル
ド
が
あ
り
、
新
し

い
も
の
を
つ
く
っ
て
発
信
し
て
い

き
た
い
と
思
う
人
に
は
、
そ
の
チ
ャ

ン
ス
も
あ
る
。
こ
つ
こ
つ
ま
じ
め

に
一
つ
の
こ
と
に
取
り
組
む
辛
抱

強
い
人
か
ら
、
何
事
に
対
し
て
も

積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
意

欲
的
な
人
ま
で
、
幅
広
い
人
材
を

求
め
て
い
る
。

機
応
変
な
対
応
力
と
精
度
の
高
さ

が
国
内
シ
ェ
ア
60
％
と
い
う
実
績

を
打
ち
立
て
る
底
力
か
も
し
れ
な

い
。
ま
た
、中
国
、米
国
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
工
場
や
営
業
・
サ
ー
ビ
ス
拠

点
を
持
ち
、
世
界
の
顧
客
ニ
ー
ズ

に
応
え
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
、
技
術
革
新
が
進
む
工
作

機
器
の
分
野
で
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
画
期
的
な
形
状
の
チ
ャ
ッ
ク
の

研
究
も
進
ん
で
い
る
そ
う
だ
。

＊　

＊　

＊

　

三
本
目
の
柱
は
、
ク
レ
ー
ン
や

コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ラ
ン
ト
関
連
製

品
、
立
体
駐
車
場
な
ど
、
国
内
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
関
わ
る
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
な
事
業
を
手
が
け
る
産

業
機
械
事
業
だ
。
赤
と
白
の
タ
ワ
ー

の
よ
う
な
ク
レ
ー
ン
を
工
事
中
の

ビ
ル
で
見
か
け
た
こ
と
が
あ
る
だ

ろ
う
。
橋
の
建
設
な
ど
数
々
の
ビ
ッ

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
力
を
発
揮
し
、

特
に
「
ビ
ル
マ
ン
」
の
愛
称
で
呼

ば
れ
る
建
設
用
タ
ワ
ー
ク
レ
ー
ン

は
、
国
内
ト
ッ
プ
の
販
売
シ
ェ
ア

を
誇
っ
て
い
る
。
ほ
か
に
も
大
ヒ
ッ

ト
商
品
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ

「
ジ
ク
ロ
ス
」
は
、
練
り
混
ぜ
の
障

害
と
な
っ
て
い
た
シ
ャ
フ
ト
を
取

り
除
き
、
螺
旋
状
の
ア
ー
ム
を
使

う
こ
と
で
、
多
様
な
生
コ
ン
を
高

速
で
満
遍
な
く
練
り
混
ぜ
る
こ
と

が
で
き
る
混
練
ス
ピ
ー
ド
業
界
一

の
優
れ
も
の
だ
。

　

３
つ
の
柱
を
ベ
ー
ス
に
、
こ
れ

ま
で
蓄
積
さ
れ
た
技
術
や
知
識
を

組
み
合
わ
せ
た
新
規
事
業
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。
新
規
分
野
を
担

当
す
る
開
発
本
部
で
は
、
更
な
る

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
技
術

の
開
発
や
新
た
な
事
業
を
生
み
出

す
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
環
境
分

野
で
は
産
業
廃
棄
物
を
処
理
す
る

ミ
キ
サ
を
、
医
療
機
器
で
は
微
小

重
力
環
境
細
胞
培
養
装
置
を
開
発

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
技
術
と
新
た
な
技
術
を
融
合
し
、

さ
ら
に
付
加
価
値
の
高
い
製
品
を

作
り
出
す
、
こ
れ
が
北
川
鉄
工
所

の
パ
イ
オ
ニ
ア
精
神
だ
。

＊　

＊　

＊

　

東
洋
経
済
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
企
業
総

覧
」
２
０
２
０
年
版
に
掲
載
さ
れ

た
、
２
０
１
８
年
度
の
１
年
間
で

離
職
者
が
少
な
か
っ
た
会
社
ラ
ン

キ
ン
グ
で
は
、
同
社
は
な
ん
と
、

自動車のエンジン部品「ネ
ンショウシツ」。鋳鋼品で
精密鋳造でしかつくれな
い形状。わずか 50ｇのも
のも製造する。
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カステラにブランデーとラム
酒のシロップをたっぷりと浸
した、くにひろ屋の洋酒ケー
キ。1961年の創業以来、上下
町の人々に長く愛されてきた。

で
買
う
こ
と
が
で
き
る
。
驚
く
べ

き
は
、
く
に
ひ
ろ
屋
が
販
売
先
へ

の
営
業
を
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
だ
。
基
本
的
に
、
口

コ
ミ
で
広
ま
り
、
色
々
な
店
舗
か

ら
注
文
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
今
で
は
商
品
を
置
く
お
店
は
選

ば
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
駄
菓
子

の
よ
う
に
無
意
識
で
、
ど
こ
で
も

買
え
る
よ
う
な
お
菓
子
に
は
し
た

く
な
い
。
価
格
は
１
個
１
３
０
円

と
手
軽
だ
け
れ
ど
、
多
く
の
方
に

“
ち
ょ
っ
と
い
い
お
菓
子
”
と
し
て

味
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
前ま
え
は
ら
こ
う
い
ち

原
浩
一

社
長
は
話
す
。＊　

＊　

＊

　

前
原
さ
ん
が
く
に
ひ
ろ
屋
を
継

い
だ
の
は
15
年
前
。
隣
家
で
洋
酒

ケ
ー
キ
を
生
み
出
し
、
つ
く
り
続

け
て
き
た
先
代
の
曽
根
利
之
さ
ん

が
、
店
を
畳
む
こ
と
に
な
っ
た
時
、

前
原
さ
ん
が
後
を
継
ぐ
と
名
乗
り

を
上
げ
た
。

　

そ
れ
ま
で
仕
出
し
の
仕
事
を
し

て
い
た
前
原
さ
ん
に
、
菓
子
づ
く

り
の
経
験
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

幼
い
頃
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
、
大

好
き
な
洋
酒
ケ
ー
キ
を
絶
や
し
て

は
な
ら
な
い
と
の
一
心
で
、
そ
れ

ま
で
の
仕
事
を
辞
め
て
店
の
看
板

を
引
き
継
い
だ
と
い
う
。

　

洋
酒
ケ
ー
キ
の
お
い
し
さ
は
、

先
代
か
ら
受
け
継
い
だ
味
を
寸
部

違
わ
ず
再
現
す
る
、
並
々
な
ら
ぬ

こ
だ
わ
り
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
る
。
生
地
に
は
隣
町
・
世
羅
で

採
れ
た
卵
を
、
シ
ロ
ッ
プ
に
は
選

び
抜
い
た
ブ
ラ
ン
デ
ー
と
ラ
ム
酒

を
配
合
。
四
季
に
よ
る
温
度
や
湿

度
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
材
料
の

配
合
や
温
度
管
理
を
変
え
て
い
る
。

季
節
の
変
わ
り
目
は
特
に
気
を
遣

う
と
い
う
。

　

焼
き
上
が
っ
た
カ
ス
テ
ラ
生
地

を
洋
酒
入
り
シ
ロ
ッ
プ
に
浸
け
る

過
程
も
重
要
だ
。
熟
練
の
ス
タ
ッ

フ
が
わ
ず
か
２
人
で
行
っ
て
お
り
、

そ
の
日
の
生
地
の
焼
き
上
が
り
状

態
に
合
わ
せ
て
シ
ロ
ッ
プ
づ
け
の

時
間
を
微
調
整
し
て
い
る
。「
現
場

で
は
﹃
今
日
は
怖
い
よ
！
す
っ
ご

い
し
み
る
よ
~
笑
﹄
な
ん
て
声
が

飛
び
交
っ
て
い
る
。
職
場
の
雰
囲

気
の
良
さ
は
地
元
で
評
判
に
な
っ

て
い
る
ほ
ど
」
だ
と
前
原
さ
ん
は

話
す
。

　

口
に
含
ん
だ
瞬
間
に
広
が
る
、

芳
醇
な
洋
酒
の
香
り
。
カ
ス
テ
ラ

生
地
に
洋
酒
が
た
っ
ぷ
り
と
し
み

込
ん
だ
、
し
っ
と
り
と
し
た
食
感
。

く
に
ひ
ろ
屋
が
つ
く
る
、
こ
だ
わ

り
の
逸
品
「
洋
酒
ケ
ー
キ
」
を
知

ら
な
い
方
は
、
ま
ず
は
ご
賞
味
い

た
だ
き
た
い
。

　

地
元
、
上じ
ょ
う
げ下
町
の
人
々
に
長
ら

く
愛
さ
れ
て
き
た
洋
酒
ケ
ー
キ
は
、

今
で
は
広
島
観
光
や
帰
省
の
時
の

お
土
産
と
し
て
県
内
外
の
百
貨
店

や
大
手
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

な
ど
、
地
元
以
外
の
色
々
な
場
所

洋
酒
の

ケ
ー
キ
、

半
世
紀
も

愛
さ
れ
て

広島県府中市上下町上下
1514-1
売上高：1億3000万円
従業員数：12人

08 株式会社くにひろ屋
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仕事の現場で、夏は涼しく、
洗濯に強いものを。冬は温か
く動きやすいものを。さらに
街着にも着用したい。ユーザー
の要望を形にしていく。

知
恵
を
出
し
合
い
、
納
得
い
く
ま

で
何
度
も
試
作
を
繰
り
返
し
て
、

プ
ロ
も
太
鼓
判
を
押
す
商
品
が
誕

生
す
る
。

　

ク
ロ
ダ
ル
マ
が
取
り
入
れ
た
「
ミ

ラ
ク
ル
ケ
ア
」
と
い
う
形
態
安
定

加
工
を
施
し
た
ウ
ェ
ア
も
評
判
だ
。

通
気
性
も
吸
汗
速
乾
性
も
抜
群
で
、

新
品
の
よ
う
な
「
張
り
」
感
が
半

永
久
的
に
続
く
と
い
う
。
海
外
で

生
産
す
る
低
価
格
品
か
ら
高
品
質

な
製
品
ま
で
、
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
人
気

の
秘
密
だ
。

　

取
扱
製
品
の
９
割
近
く
を
占
め

る
の
が
メ
ン
ズ
の
作
業
服
で
、
年

間
に
10
点
ほ
ど
の
新
作
を
発
表
し

て
い
る
。
本
社
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

を
は
じ
め
各
地
で
開
催
す
る
年
２

回
の
展
示
会
に
は
そ
の
季
節
の
自

信
作
が
並
び
、
毎
回
多
く
の
バ
イ

ヤ
ー
が
訪
れ
る
。

　

２
０
１
６
年
秋
に
は
、
定
番
デ

ザ
イ
ン
に
加
え
、
作
業
着
の
イ
メ
ー

ジ
を
覆
す
よ
う
な
お
し
ゃ
れ
で

か
っ
こ
い
い
新
ブ
ラ
ン
ド
も
立
ち

上
げ
た
。

　

１
９
４
２
年
の
創
業
当
時
か
ら

付
き
合
い
の
続
く
取
引
先
も
多
い

が
、
現
在
は
、
頭
脳
と
な
る
開
発

部
門
を
府
中
市
に
残
し
、
国
内
工

場
は
福
岡
に
、
海
外
で
は
中
国
や

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
に
縫
製
拠
点
を
移

し
た
。
業
界
に
対
す
る
貢
献
度
も

高
く
、
２
代
目
と
な
る
平
た
い
ら
け
ん
す
け

謙
介
社

長
は
日
本
被
服
工
業
組
合
連
合
会

の
副
理
事
長
、
広
島
県
ア
パ
レ
ル

工
業
組
合
理
事
長
と
し
て
名
を
連

ね
る
。

＊　

＊　

＊

　

社
内
は
、
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
新
人

ま
で
、
忌
憚
な
く
意
見
が
言
い
合

え
る
フ
ラ
ッ
ト
で
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
明
る
い
雰
囲
気
で
、
ほ
と

ん
ど
の
人
が
定
年
に
な
る
ま
で
勤

め
る
と
い
う
。

　

求
め
る
の
は
成
績
の
良
い 

“
優

等
生
” 
だ
け
で
は
な
く
、
ユ
ニ
ー

ク
な
感
性
や
能
力
を
持
っ
て
い
る

人
、
自
分
な
り
の
目
標
を
持
っ
て

果
敢
に
挑
戦
す
る
人
だ
と
い
う
。

海
外
で
の
技
術
指
導
や
工
場
誘
致

な
ど
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
仕
事
か

ら
、
国
内
で
の
ル
ー
ト
営
業
や
出

荷
業
務
な
ど
の
丁
寧
な
仕
事
ま
で
、

職
種
も
幅
広
い
。

　

店
舗
の
一
番
目
立
つ
と
こ
ろ
に

置
い
て
あ
る
商
品
は
、
プ
ロ
が
選

ん
だ
そ
の
店
い
ち
押
し
の
商
品
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
数
あ
る
ワ
ー
キ

ン
グ
ウ
ェ
ア
の
中
で
も
作
業
服
店

の
メ
イ
ン
の
場
所
に
置
か
れ
る
こ

と
が
多
い
の
が
、
ク
ロ
ダ
ル
マ
の

商
品
だ
。

＊　

＊　

＊

　

全
国
各
地
の
作
業
服
店
や
納
入

業
者
を
飛
び
回
る
営
業
ス
タ
ッ
フ

が
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
数
々
の
要

望
や
情
報
を
拾
い
上
げ
る
。
そ
し

て
、
企
画
や
開
発
の
メ
ン
バ
ー
と

快
適
な

働
き
心
地
、

追
求
す
る

作
業
服

広島県府中市中須町691
売上高：72億8744万円
従業員数：130人09 クロダルマ株式会社
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出し入れ自由なユニ
フォーム額から書家の注
文に応える掛け軸までカ
スタマイズ力が売りだ。

芸
術
家
、
美
術
品
愛
好
家
も
多
く
、

色
や
素
材
、
形
な
ど
要
望
を
伝
え

る
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
工
場
ま
で
足

を
運
ぶ
人
も
。
満
足
度
の
高
い
仕

上
が
り
の
製
品
は
口
コ
ミ
で
広
が

り
、
目
の
肥
え
た
専
門
家
か
ら
の

注
文
は
も
ち
ろ
ん
、
書
道
分
野
で

は
全
体
の
７
、８
割
の
シ
ェ
ア
を
占

め
て
い
る
と
い
う
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
の
工
場
で
量
産
品

や
半
加
工
品
を
製
造
す
る
一
方
、

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
注
文
に
対
し

て
は
本
社
工
場
で
取
り
扱
う
体
制

を
と
っ
て
い
る
。

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
重
ね
、
ノ
ウ
ハ

ウ
を
駆
使
し
た
「
こ
れ
ぞ
！
」
と

い
う
１
案
を
提
示
す
る
。
出
来
栄

え
は
、
顧
客
の
反
応
で
一
目
瞭
然
。

「
そ
れ
だ
け
に
お
褒
め
の
言
葉
を
も

ら
え
た
と
き
は
喜
び
も
ひ
と
し
お
」

と
山
本
類
三
郎
社
長
。
も
の
づ
く

り
の
プ
ロ
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
を

感
じ
る
瞬
間
だ
。

＊　

＊　

＊

　

最
近
は
、
思
い
出
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
や
、
着
物
の
帯
を
中
に
入
れ
て

飾
る
こ
と
の
で
き
る
特
殊
な
木
製

額
、
ペ
ッ
ト
用
の
「
供
養
祭
壇
」、

工
芸
品
の
よ
う
な
「
創
作
塗
装
」

な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
額
装
の
範
囲

を
超
え
る
数
々
の
新
商
品
を
発
表

し
た
。

　

帯
専
用
の
額
は
、
も
う
身
に
着

け
る
こ
と
が
な
い
け
れ
ど
も
手
離

す
気
に
は
な
れ
な
い
大
切
な
一
品

を
、
傷
つ
け
る
こ
と
な
く
室
内
の

装
飾
品
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の

も
の
だ
。
専
門
技
術
が
な
く
て
も

入
れ
替
え
が
で
き
る
よ
う
な
つ
く

り
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
顧
客
の
声
だ
け
で
な

く
、
各
部
署
の
社
員
の
発
想
か
ら

生
ま
れ
た
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。

東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ

フ
ト
・
シ
ョ
ー
な
ど
へ
も
積
極
的

に
出
展
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
伝
統
的
な
技
術
を
ベ
ー
ス

に
新
し
い
分
野
を
開
拓
し
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
と
、
業
界

の
垣
根
を
越
え
た
取
り
組
み
も
進

め
て
い
る
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
新
た
な
可

能
性
に
挑
む
大
昌
。
創
造
的
な
も

の
づ
く
り
を
し
た
い
と
い
う
意
欲

の
あ
る
人
に
と
っ
て
、
格
好
の
職

場
環
境
だ
。

　

１
９
６
７
年
創
業
の
大だ
い
し
ょ
う昌
は
、

額
縁
、掛
け
軸
、屏
風
な
ど
の
企
画
、

製
造
販
売
を
手
が
け
る
老
舗
メ
ー

カ
ー
だ
。

　

額
縁
は
、
書
や
絵
画
な
ど
美
術

作
品
の
引
き
立
て
役
と
し
て
、
目

立
た
な
い
け
れ
ど
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
。
職
人
が
一
つ
ひ
と
つ

丁
寧
に
作
り
上
げ
る
ハ
ン
ド
メ
イ

ド
の
製
品
は
高
品
質
で
、
特
に
、

角
を
丸
く
削
っ
た
「
隅
丸
額
」
は
、

国
内
の
額
縁
メ
ー
カ
ー
随
一
の
製

造
本
数
を
誇
っ
て
い
る
。

　

顧
客
に
は
、
著
名
な
書
道
家
や

一
流
書
家
が

期
待
す
る

名
脇
役
の

額
装
づ
く
り

広島県府中市上下町上下
1513-1
売上高：8億円
従業員数：100人

10 株式会社大昌
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経営陣とスタッフが一緒に
なって商品開発を進める。
「いい意味でのアットホーム
さを、いつまでもなくした
くない」と岡崎社長。

般
消
費
者
の
間
で
の
知
名
度
は
低

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
も
そ

の
は
ず
、
同
社
の
製
品
は
一
般
小

売
店
で
の
販
売
よ
り
も
、
い
わ
ゆ

る
デ
パ
地
下
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
総
菜
と
し
て
販
売
さ
れ

た
り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン

や
持
ち
帰
り
弁
当
の
メ
ニ
ュ
ー
に

使
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。

　

つ
ま
り
、
食
の
プ
ロ
か
ら
の
高

い
評
価
を
得
て
い
る 

“
知
ら
れ
ざ

る
” 

メ
ー
カ
ー
な
の
だ
。

＊　

＊　

＊

　

産
業
チ
ェ
ー
ン
と
い
う
言
葉
が

あ
る
。
水
産
食
品
の
場
合
だ
と
、

原
材
料
の
養
殖
、
捕
獲
に
始
ま
り
、

加
工
、
輸
送
、
調
理
、
販
売
に
至

る
各
過
程
を
受
け
持
つ
多
く
の
プ

ロ
が
、
互
い
に
連
携
し
て
最
終
消

費
者
ま
で
届
け
る
仕
組
み
の
こ
と

を
指
す
。

　

生
鮮
品
を
扱
う
各
企
業
が
最
大

の
注
意
を
払
う
べ
き
こ
と
の
一
つ

が
、
食
中
毒
の
発
生
、
拡
散
と
い
っ

た
リ
ス
ク
を
い
か
に
防
ぐ
か
だ
。

産
業
チ
ェ
ー
ン
の
中
で
１
社
で
も

こ
の
意
識
が
薄
け
れ
ば
、
関
わ
っ

て
い
る
全
社
が
不
利
益
を
被
っ
て

し
ま
う
。

　

タ
カ
ノ
ブ
食
品
が
、
取
引
企
業

か
ら
高
評
価
を
勝
ち
得
て
い
る
理

由
の
一
つ
が
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
、
つ
ま
り
流
通
経
路
の
追
跡

が
可
能
な
体
制
の
確
立
だ
。
同
社

が
取
り
扱
う
か
き
は
、
７
分
割
し

た
県
内
の
海
域
の
、
ど
こ
か
ら
、

い
つ
水
揚
げ
さ
れ
た
も
の
か
を
完

全
に
ト
レ
ー
ス
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　

お
い
し
さ
の
尺
度
は
、
人
の
数

だ
け
あ
っ
て
い
い
―
―
。
こ
れ
が

同
社
の
モ
ッ
ト
ー
で
も
あ
る
。
揚

げ
た
て
の
味
に
焦
点
を
当
て
る
場

合
も
あ
れ
ば
、
消
費
者
が
持
ち
帰

っ
て
食
卓
に
並
ぶ
時
に
最
善
の
味

に
な
る
よ
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た

い
場
合
も
あ
る
。
そ
う
し
た
取
引

先
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
か
き

の
サ
イ
ズ
、
パ
ン
粉
の
種
類
や
比

率
を
変
え
、
１
０
０
以
上
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
る
と

い
う
。

　
「
仕
事
は
裁
量
に
任
せ
る
方
法
を

と
っ
て
い
る
。
決
し
て
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
の
企
業
で
は
な
い
」
と
岡お
か
ざ
き崎

浩こ
う
じ二

社
長
は
語
る
。

　
「
牡か

き蠣
と
い
え
ば
？
」
と
、
全
国

ど
こ
で
尋
ね
て
も
、「
広
島
」
と
い

う
答
え
が
返
っ
て
こ
な
い
こ
と
は
、

ま
ず
な
い
だ
ろ
う
。
か
き
類
生
産

量
の
、
６
割
前
後
を
占
め
て
い
る

の
が
広
島
県
。
続
く
宮
城
、
岡
山
、

岩
手
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
多
く
て

２
割
程
度
だ
か
ら
、
広
島
の
シ
ェ

ア
は
断
ト
ツ
と
い
え
る
。

　

そ
の
広
島
産
か
き
を
用
い
た
、

か
き
フ
ラ
イ
や
冷
凍
粒
か
き
な
ど

の
製
造
で
年
間
約
61
億
円
を
売
り

上
げ
て
い
る
の
が
、
タ
カ
ノ
ブ
食

品
だ
。
企
業
規
模
の
割
に
は
、
一

か
き
フ
ラ
イ

お
い
し
さ
と

安
心
を

両
立
さ
せ
る

広島県府中市府川町209
売上高：61億4800万円
従業員数：100人11 タカノブ食品

株式会社
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クルーザーの内
装も特注の極
み。海上で、安
全かつ快適さを
保つためのイン
テリアを技術の
粋を集めて製作
している。

た
の
が
高た
か
は
し
こ
う
げ
い

橋
工
芸
だ
。

＊　

＊　

＊

　

そ
の
最
た
る
も
の
が
、
高
級
ク

ル
ー
ザ
ー
の
内
装
家
具
の
製
造
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
の
マ
リ
ー
ン
事
業

部
か
ら
の
依
頼
で
製
造
を
ス
タ
ー

ト
し
、
既
に
５
年
、
ク
レ
ー
ム
ゼ

ロ
で
50
艇
以
上
も
の
納
品
実
績
を

持
つ
。
今
後
は
１
億
円
以
上
の
ク

ル
ー
ザ
ー
の
内
装
に
も
取
り
組
む

予
定
だ
。

　
「
特
注
家
具
の
代
名
詞
に
な
る
」

と
い
う
大
き
な
旗
を
掲
げ
る
高
橋

工
芸
で
は
、
約
10
年
前
か
ら
東
京
・

青
山
の
オ
ー
ダ
ー
家
具
専
門
店
「
Ａ

Ｒ
Ｅ
Ａ
」
と
提
携
し
、
次
々
と
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
家
具
の
発
注
が
舞
い

込
む
。
今
で
は
売
上
全
体
の
５
割

を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　

国
内
で
の
安
定
し
た
受
注
を
受

け
る
一
方
で
、
新
た
な
市
場
開
拓

へ
の
投
資
も
続
け
る
。
世
界
に
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
広
げ
て
い
く
た
め
、
家

具
づ
く
り
の
本
場
で
あ
る
ド
イ
ツ
・

ケ
ル
ン
メ
ッ
セ
に
３
年
連
続
で
出

品
し
た
。

　

２
０
１
５
年
に
は
倉
本
仁

さ
ん
デ
ザ
イ
ン
の
飾
り
棚

「
Ｍモ

リ

―

ｏ
ｌ
ｌ
ｙ
」
が
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ

ン
賞
を
受
賞
。
ド
イ
ツ
の
ス
テ
フ
ァ

ン
デ
ィ
ー
ツ
氏
と
も
デ
ザ
イ
ン
契

約
。
さ
ら
に
オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
に
倉
庫
を
構
え
、
１
品

で
も
配
送
で
き
る
よ
う
に
整
え
た
。

海
外
輸
出
に
向
け
た
「
世
界
に
通

用
す
る
府
中
」
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

へ
歩
み
続
け
る
。

＊　

＊　

＊

　

地
元
で
は
、
高
橋
工
芸
の
高た
か
は
し橋

正ま
さ
み美
社
長
と
い
え
ば
、
ち
ょ
っ
と

お
も
し
ろ
い
存
在
。
自
社
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
つ
く
り
、
若
手
芸
術
家
の

発
表
の
場
に
し
た
り
、
ラ
イ
ブ
や

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
り
と
、
若

い
人
た
ち
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て

く
れ
る
。

　
「
夢
に
向
か
っ
て
楽
し
ん
で
仕
事

が
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
、

新
し
い
こ
と
へ
次
々
と
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
高
橋
さ
ん
。
社
員
20
人
の

小
さ
な
会
社
で
は
あ
る
が
、
向
か

う
は
世
界
だ
。

　

メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の

技
術
を
つ
な
い
で
い
く
仕
事
、
家

具
づ
く
り
の
現
場
で
世
界
を
目
指

す
人
材
を
求
め
て
い
る
。

　

九
州
の
大
川
家
具
、
北
海
道
の

旭
川
家
具
、
岐
阜
の
飛
騨
高
山
家

具
と
並
び
、
広
島
の
府
中
は
日
本

の
主
要
家
具
産
地
と
し
て
栄
え
て

き
た
。
婚
礼
家
具
を
運
ぶ
お
祝
い

用
の
ト
ラ
ッ
ク
が
通
り
を
行
き
交

う
の
が
、
ひ
と
昔
前
の
府
中
の
風

景
だ
っ
た
。

　

多
く
の
地
元
工
場
が
婚
礼
ダ
ン

ス
を
作
る
な
か
、「
他
者
と
同
じ
こ

と
を
し
て
い
て
は
生
き
残
れ
な
い
」

と
、
書
棚
、
サ
イ
ド
ボ
ー
ド
、
机

な
ど
の
洋
風
家
具
を
製
造
し
、
独

自
の
も
の
づ
く
り
を
心
が
け
て
き

ク
ル
ー
ザ
ー

内
装
に

特
注
家
具
の

技
を
生
か
す

広島県府中市高木町1113
売上高：2億円
従業員数：20人12 高橋工芸株式会社
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外国人観光客の増加が見込まれ
る東京オリンピック・パラリン
ピックのための、バス停に設置
する路線・時刻表、災害避難場
所などの多言語表示看板の開発
に取り組んでいる。

ル
の
開
発
を
行
う
。
業
績
を
飛
躍

的
に
伸
ば
し
て
い
る
会
社
だ
。

　
「
小
さ
な
看
板
も
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
光

メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
も
、
情
報
伝

達
の
手
段
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
立た
て
い
し石
良よ
し
の
り典
社
長
。
ど
ん
な
要
望

に
も
応
え
た
い
と
、
一
つ
ひ
と
つ

の
注
文
に
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
取

り
組
ん
で
い
く
。
そ
の
た
め
、
企

画
提
案
か
ら
デ
ザ
イ
ン
、
ソ
フ
ト

開
発
、
設
計
、
制
作
、
溶
接
、
施

工
ま
で
、
す
べ
て
を
自
社
で
行
え

る
よ
う
整
え
て
い
っ
た
。
カ
ッ
テ
ィ

ン
グ
マ
シ
ン
、
ア
ク
リ
ル
用
大
型

レ
ー
ザ
ー
加
工
機
、
大
型
ル
ー
タ
ー

加
工
機
な
ど
最
先
端
の
マ
シ
ン
を

導
入
す
る
こ
と
で
、
受
注
か
ら
納

品
ま
で
を
最
短
で
行
う
こ
と
が
で

き
、
あ
ら
ゆ
る
オ
ー
ダ
ー
に
応
じ

る
柔
軟
さ
が
何
よ
り
の
魅
力
と
な

り
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を
全
国
へ
広

げ
て
い
っ
た
。＊　

＊　

＊

　

府
中
を
拠
点
に
も
の
づ
く
り
の

基
盤
を
築
き
、
全
国
に
発
信
す
る

こ
と
で
、
地
元
の
発
展
と
社
員
一

人
ひ
と
り
の
幸
福
の
実
現
を
会
社

の
目
的
と
し
て
い
る
。

　

各
部
署
の
中
央
に
は
、
大
き
な

作
業
台
が
位
置
す
る
。
そ
し
て
、

そ
の
周
り
を
囲
む
よ
う
に
個
々
の

デ
ス
ク
が
あ
る
の
が
、
タ
テ
イ
シ

流
の
社
内
レ
イ
ア
ウ
ト
だ
。「
相

談
し
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
セ

ン
タ
ー
の
テ
ー
ブ
ル
に
パ
ッ
と
集

ま
っ
て
、
話
し
合
う
。
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
要
望
を
実
現
す
る
た
め
に

自
由
な
意
見
が
飛
び
交
い
ま
す
」。

社
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

良
さ
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
対
応
で
き

る
要
因
だ
。

　

５
年
前
と
比
べ
て
３
倍
と
い
う

売
り
上
げ
を
記
録
す
る
同
社
で
は
、

能
力
の
あ
る
人
材
は
男
女
年
齢
を

問
わ
ず
リ
ー
ダ
ー
に
抜
擢
し
、
20

代
の
女
性
課
長
も
。
ス
タ
ッ
フ
の

平
均
年
齢
は
32
歳
と
非
常
に
若
く
、

Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
も
多
い
。

東
京
を
は
じ
め
全
国
の
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
を
相
手
に
第
一
線
で
活
躍
し

て
い
る
。

　

最
新
の
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
学
ぶ
た

め
、
米
国
な
ど
国
内
外
の
研
修
旅

行
も
実
施
。
ま
た
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
の
た
め
の
資
格
取
得
を
積
極
的

に
応
援
し
て
い
る
。

　

創
業
は
１
９
７
７
年
。
タ
テ
イ

シ
広こ
う
び
し
ゃ

美
社
は
、
町
の
小
さ
な
看
板

か
ら
、
大
手
ス
ー
パ
ー
や
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
の
屋
内
外
看
板
の
企
画

デ
ザ
イ
ン
・
設
計
・
施
工
を
手
掛

け
る
一
方
、
30
年
前
か
ら
取
り
組

ん
で
き
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
光
掲
示
版
の

自
社
開
発
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
技
術
を
応
用
し
た
最
新
の

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

大
手
広
告
会
社
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
て
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
や
、

店
舗
を
彩
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
広
告
ツ
ー

最
先
端
で

創
造
的
な

情
報
の

伝
達
役

広島県府中市河南町 114
売上高：12億 5000万円
従業員数：70人13 株式会社

タテイシ広美社



43 42

技術を生かし、子
育て世代を中心
に永く使っても
らえる自社ブラ
ンドを開発する。

風
・
つ
い
た
て
な
ど
日
本
の
伝
統

に
欠
か
せ
な
い
品
を
製
造
し
て
き

た
。
時
代
の
変
化
と
と
も
に
業

務
内
容
は
イ
ン
テ
リ
ア
に
移
行
。

２
０
１
１
年
、
木
製
の
壁
面
家
具
・

壁
面
雑
貨
の
企
画
・
製
造
・
販
売

事
業
を
開
始
し
た
。

　

額
縁
か
ら
イ
ン
テ
リ
ア
へ
の
参

入
は
、
家
具
メ
ー
カ
ー
に
は
な
い

技
術
が
「
新
し
い
」「
美
し
い
」
と

好
評
を
呼
ん
だ
。
木
と
木
の
継
ぎ

目
に
「
三さ
ん
ぽ
う
ど
め

方
留
」
を
施
し
、
見
た

目
も
良
く
、
強
度
も
増
す
。
一
般

的
に
は
金
具
が
使
わ
れ
る
こ
と
が

多
い
蝶
番
は
、
金
具
で
は
な
く
歴

史
あ
る
「
真さ
な
だ
ひ
も

田
紐
」
で
組
む
。
今

ま
で
１
８
０
度
ま
で
し
か
動
か
な

か
っ
た
も
の
が
３
６
０
度
ま
で
動

き
、
自
社
の
技
術
が
可
能
性
を
広

げ
た
。

＊　

＊　

＊

　

業
務
は
、
相
手
先
の
ブ
ラ
ン
ド

名
で
製
造
す
る
Ｏ
Ｅ
Ｍ
製
品
の
製

造
、
イ
ン
テ
リ
ア
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
ブ
ラ
ン
ド
店
舗
向
け
什
器
の
製

造
、
２
０
１
５
年
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

家
具
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｌリ

ッ

シ

ョ

Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｏ
」

や
オ
リ
ジ
ナ
ル
雑
貨
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｆ

Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｅ
」
の
企
画
・
販
売
な
ど
。

年
に
４
回
、
東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ギ
フ
ト
・
シ
ョ
ー
な
ど
展

示
会
に
参
加
し
、
東
京
や
海
外
を

見
据
え
た
展
開
を
狙
う
。
取
引
店

は
、
中
国
・
四
国
・
近
畿
・
関
東
・

九
州
地
方
の
家
具
、
木
工
の
ほ
か
、

建
築
事
務
所
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
。
商
品
を
大
切
に

丁
寧
に
扱
っ
て
く
れ
る
シ
ョ
ッ
プ

を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
選
ぶ
。
価
格
競

争
に
参
加
せ
ず
、
エ
リ
ア
も
限
定

し
て
い
る
。

　

新
規
事
業
を
次
々
に
打
ち
出
す

同
社
は
、
効
率
重
視
か
と
思
い
き

や
、
服ふ
く
ま
き
と
し
ひ
こ

巻
年
彦
社
長
を
は
じ
め
会

社
の
雰
囲
気
は
穏
や
か
。
な
ぜ
な

ら
ば
同
社
が
目
指
す
は
、
暮
ら
し

を
楽
し
む
な
か
に
仕
事
が
あ
る
「
北

欧
の
暮
ら
し
」。
自
然
豊
か
な
環
境

を
生
か
し
、
移
住
し
た
く
な
る
よ

う
な
会
社
に
す
る
の
が
服
巻
さ
ん

の
目
標
。
今
後
は
、
仕
事
と
暮
ら

し
を
楽
し
む
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

提
案
す
る
自
社
店
舗
を
持
ち
、
企

画
・
設
計
・
製
造
・
接
客
が
で
き

る
社
内
環
境
へ
の
シ
フ
ト
を
目
指

し
て
い
る
。

　

山
と
川
、
農
地
に
囲
ま
れ
た
自

然
豊
か
な
場
所
で
開
催
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
主
に
関
東
方
面

か
ら
20
代
、
30
代
の
若
い
カ
ッ
プ

ル
や
夫
婦
が
参
加
す
る
。
府
中
市

の
中
心
部
か
ら
車
で
30
分
。
北
上

し
た
山
間
部
の
田
舎
で
あ
る
環
境

は
、
伝
統
工
芸
の
資
源
だ
。

＊　

＊　

＊

　

１
９
８
３
年
、
大
手
額
縁
メ
ー

カ
ー
の
下
請
け
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

学
校
の
体
育
館
に
立
て
か
け
ら
れ

た
校
歌
、
あ
の
巨
大
な
額
縁
か
ら

書
道
な
ど
の
額
縁
・
茶
道
具
・
屏

豊
か
な

暮
ら
し
を

楽
し
み
つ
つ

働
こ
う

広島県府中市上下町階見1503
売上高：1億円
従業員数：5人14 伝統工芸株式会社
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技術職、事務職といっ
た分野を問わず女性の
採用が多く、製造の現
場での活躍も目立つ。

＊　

＊　

＊

　

長
年
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

築
け
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
技
術

力
と
信
頼
度
の
高
さ
。
金
型
の
製

作
か
ら
完
成
品
の
品
質
検
査
ま
で
、

自
社
で
の
一
貫
体
制
を
構
築
し
て

い
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
コ
ス
ト
競
争
力
、

素
早
い
対
応
、
高
い
技
術
力
な
ど

が
実
現
し
、
リ
ョ
ー
ビ
ブ
ラ
ン
ド

の
名
に
恥
じ
な
い
難
易
度
の
高
い

注
文
へ
の
柔
軟
な
対
応
が
実
現
で

き
る
。

　

ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
を
支
え
て
い

る
と
い
う
誇
り
は
社
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
通
用

し
な
い
細
か
な
技
術
を
要
す
る
作

業
も
多
く
、
ダ
イ
カ
ス
ト
を
熟
知

し
た
先
輩
か
ら
の
技
術
力
が
、
次

世
代
の
若
い
社
員
へ
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

　

工
場
内
は
き
ち
ん
と
整
理
さ
れ

て
い
る
。
作
業
自
体
は
ロ
ボ
ッ
ト

ア
ー
ム
な
ど
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
管

理
さ
れ
た
機
械
が
こ
な
し
て
い
る
。

　

製
造
業
と
い
う
と
男
性
の
職

場
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、

「
力
仕
事
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と

中な
か
た
よ
し
た
か

田
芳
敬
社
長
。
む
し
ろ
女
性
な

ら
で
は
の
細
や
か
な
感
性
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
産
休
や

育
休
、
産
後
の
復
帰
支
援
な
ど
女

性
に
も
優
し
い
職
場
環
境
が
整
え

ら
れ
て
い
る
。＊　

＊　

＊

　

創
業
以
来
、
事
務
所
単
位
の
忘

年
会
や
同
社
グ
ル
ー
プ
合
同
の
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
、
各
種
社
内
イ
ベ
ン

ト
な
ど
も
開
催
し
て
き
た
。
部
署

を
越
え
た
大
き
な
家
族
的
雰
囲
気

が
、
職
場
を
支
え
る
力
と
な
っ
て

い
る
。
一
人
ひ
と
り
が
地
元
に
腰

を
据
え
、
誇
り
と
安
心
感
を
持
っ

て
働
け
る
こ
と
が
、
同
社
の
強
み

の
ひ
と
つ
だ
。

　

今
後
ま
す
ま
す
、
軽
量
化
、
多

様
化
、
高
品
質
化
が
進
み
、
技
術

力
が
問
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
ダ
イ
カ

ス
ト
事
業
。
そ
の
将
来
を
し
っ
か

り
と
見
据
え
、
環
境
や
ニ
ー
ズ
の

変
化
に
臨
機
応
変
に
対
応
し
、
進

化
し
て
い
こ
う
と
取
り
組
ん
で
い

る
の
が
ト
ラ
ス
ト
だ
。
同
社
は
、

柔
軟
で
意
欲
の
あ
る
人
材
を
求
め

て
い
る
。

　

ダ
イ
カ
ス
ト
製
品
を
主
力
に
府

中
の
産
業
を
け
ん
引
す
る
リ
ョ
ー

ビ
の
、
心
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業

と
し
て
躍
進
し
て
い
る
の
が
、
ト

ラ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
だ
。
県
内
の
府

中
市
上
下
町
と
神
石
高
原
町
に
工

場
を
持
つ
。

　

大
型
、
中
型
部
品
を
リ
ョ
ー
ビ

が
、
小
型
部
品
を
ト
ラ
ス
ト
が
受

け
持
っ
て
い
る
。
創
業
以
来
60
年

以
上
に
わ
た
り
、
リ
ョ
ー
ビ
の
百

パ
ー
セ
ン
ト
協
力
会
社
と
し
て
、

ブ
ラ
ン
ド
の
品
質
を
支
え
続
け
て

い
る
。

世
界
の

ダ
イ
カ
ス
ト

ブ
ラ
ン
ド
の

一
翼
を
担
う

広島県府中市上下町深江1000
売上高：59億4000万円
従業員数：245人15 トラスト株式会社
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つま先がそり上がった
デザインは歩きやすさ
を追求した備後発ス
ニーカーの特徴。

各
種
フ
ッ
ト
ウ
ェ
ア
の
企
画
・
販

売
を
行
う
ニ
チ
マ
ン
、
天
然
ゴ
ム

を
主
原
料
と
し
た
ゴ
ム
床
材
の
製

造
・
販
売
を
行
う
ニ
チ
マ
ン
ラ

バ
ー
テ
ッ
ク
、
そ
し
て
自
社
ブ
ラ

ン
ド
ス
ニ
ー
カ
ー
、
ス
ピ
ン
グ
ル

ム
ー
ヴ
シ
リ
ー
ズ
の
企
画
・
製
造
・

販
売
を
行
う
ス
ピ
ン
グ
ル
カ
ン
パ

ニ
ー
の
３
社
を
展
開
し
て
い
る
。

各
社
が
付
加
価
値
の
高
い
商
品
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

＊　

＊　

＊

　

創
業
は
１
９
３
３
年
。
天
然
ゴ

ム
を
使
っ
た
ゴ
ム
タ
イ
ル
は
製
靴

用
板
ゴ
ム
の
製
造
か
ら
、
長
靴
、

サ
ン
ダ
ル
、
子
供
・
婦
人
・
紳
士

用
の
靴
な
ど
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

や
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
た
フ
ッ

ト
ウ
ェ
ア
の
企
画
、
製
造
、
販
売

へ
と
発
展
し
て
き
た
。
ま
た
、
天

然
ゴ
ム
に
こ
だ
わ
り
、
環
境
に
配

慮
し
た
ゴ
ム
タ
イ
ル
の
製
造
は
国

内
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
ま
で
に

な
っ
た
。

　

特
に
、
耐
久
性
に
優
れ
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
し
や
す
い
硬
質
ゴ
ム

タ
イ
ル
は
、
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
や

駅
の
コ
ン
コ
ー
ス
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
、
ホ
ー
ル
、
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど

全
国
の
主
要
な
建
物
に
使
用
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
高
い
信
頼
性

を
獲
得
し
て
い
る
製
品
だ
。

　

ゴ
ム
の
製
造
と
ひ
と
口
に
言
っ

て
も
、
ゴ
ム
は
非
常
に
デ
リ
ケ
ー

ト
な
原
料
で
あ
り
、
ゴ
ム
の
生

産
地
や
工
場
の
温
度
な
ど
環
境
に

よ
っ
て
も
、
完
成
す
る
商
品
の
質

が
変
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
。
土

地
柄
や
職
人
の
腕
が
出
来
栄
え
に

大
き
く
か
か
わ
っ
て
く
る
た
め
、

人
材
や
技
術
な
ど
の
面
を
考
え
る

と
、
工
場
を
他
の
地
域
に
持
っ
て

い
く
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
80
年
に
わ
た
る
技
術

や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
、
府
中
か
ら
持
ち

出
さ
れ
る
こ
と
な
く
自
社
工
場
の

中
で
、
眠
れ
る
宝
の
よ
う
に
蓄
積

さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

＊　

＊　

＊

　

原
材
料
の
仕
入
れ
か
ら
加
工
、

販
売
ま
で
手
が
け
、
長
い
年
月
で

培
わ
れ
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
結

集
さ
せ
、
さ
ら
に
デ
ザ
イ
ン
性
を

加
え
て
誕
生
し
た
の
が
、
バ
ル
カ

ナ
イ
ズ
製
法
で
つ
く
る
純
国
産
ブ

ラ
ン
ド
の
ス
ニ
ー
カ
ー
、
ス
ピ
ン

　

テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
数
々
の
メ

デ
ィ
ア
で
も
紹
介
さ
れ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
靴
「
ス
ピ
ン
グ

ル
ム
ー
ヴ
」
を
は
じ
め
、
国
内
唯

一
の
硬
質
ゴ
ム
タ
イ
ル
メ
ー
カ
ー

と
し
て
も
そ
の
名
を
馳
せ
る
ニ
チ

マ
ン
グ
ル
ー
プ
。

　

80
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
メ
ー

カ
ー
の
職
人
た
ち
が
自
社
工
場
か

ら
生
み
だ
す
製
品
は
、
ゴ
ム
製
造

の
分
野
を
超
え
て
様
々
な
領
域
に

広
が
っ
て
い
る
。

　

東
京
へ
も
支
店
を
開
設
し
、
現

在
は
、
ゴ
ム
技
術
を
ベ
ー
ス
に
、

ゴ
ム
製
造

か
ら
靴
へ
、

世
界
の

ブ
ラ
ン
ド
に

広島県府中市府中町74-1
売上高：46億円（連結）
従業員数：220人（連結）16 ニチマングループ
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販
路
を
広
げ
て
い
る
。

　

靴
底
に
は
天
然
の
ゴ
ム
を
使
い
、

本
体
部
分
に
は
、
ス
ニ
ー
カ
ー
の

素
材
と
し
て
は
珍
し
い
、
軽
く
て

頑
丈
な
カ
ン
ガ
ル
ー
を
は
じ
め
、

牛
や
馬
な
ど
様
々
な
レ
ザ
ー
を
使

用
。
素
材
か
ら
デ
ザ
イ
ン
ま
で
と

こ
と
ん
、
一
足
一
足
を
丁
寧
に
手

作
業
で
。
材
料
か
ら
製
法
ま
で
こ

だ
わ
る
の
は
、「
よ
り
長
く
大
切
に

履
い
て
も
ら
え
る
靴
を
作
り
た
い
」

「
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
技

術
や
品
質
の
高
さ
を
守
り
続
け
た

い
」
と
い
う
熱
い
思
い
が
べ
ー
ス

に
な
っ
て
い
る
。

＊　

＊　

＊

　

２
０
１
６
年
に
は
、
ブ
ラ
ン
ド

発
信
の
拠
点
と
し
て
、
シ
ュ
ー
ズ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
リ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
。
バ
ル
カ
ナ
イ
ズ
商
品
や
デ

ザ
イ
ン
、
機
能
面
に
優
れ
た
商
品
、

イ
ン
ポ
ー
ト
商
品
な
ど
数
多
く
の

靴
を
取
り
そ
ろ
え
て
い
る
。
カ
フ
ェ

も
併
設
し
て
い
て
、
靴
の
ぬ
く
も

り
を
感
じ
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
時
間
も
過
ご
せ
る
。

　

３
社
に
関
わ
る
業
務
は
、
企
画
、

製
造
、
技
術
、
事
務
、
営
業
、
物

流
と
多
岐
に
わ
た
る
が
、
も
の
づ

く
り
や
商
品
に
魅
力
を
感
じ
て
入

社
を
希
望
す
る
若
者
も
増
え
て
い

る
。
な
か
に
は
、
靴
集
め
が
趣
味

と
い
う
人
ま
で
い
る
と
い
う
。
靴

や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
興
味
の
あ
る

人
は
も
ち
ろ
ん
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
の
旺
盛
な
人
、
仕
入
れ
や
販
売

も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
な
か
で

ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
に
活
躍
し
て
み

た
い
人
、
ま
た
、
靴
業
界
や
建
材

業
界
な
ど
様
々
な
分
野
で
積
ん
で

き
た
経
験
を
生
か
し
た
い
人
な
ど
、

幅
広
い
人
材
を
募
集
し
て
い
る
。

グ
ル
ム
ー
ヴ
だ
。

　

バ
ル
カ
ナ
イ
ズ
製
法
と
は
、

１
７
０
年
以
上
前
に
米
国
で
発
明

さ
れ
た
、
ス
ニ
ー
カ
ー
づ
く
り
の

基
本
と
も
い
え
る
製
法
だ
。
大
き

な
釜
で
圧
力
を
か
け
な
が
ら
加
熱

す
る
こ
と
で
、
ゴ
ム
に
配
合
し
た

硫
黄
に
化
学
反
応
が
起
こ
り
、
素

材
の
異
な
る
本
体
と
靴
底
を
し
っ

か
り
と
一
体
化
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

こ
の
製
法
で
作
る
と
、
し
な
や

か
で
丈
夫
な
質
の
高
い
商
品
に
仕

上
が
る
。
だ
が
、
基
本
的
に
手
作

業
で
、
完
成
ま
で
に
は
20
以
上
の

工
程
を
経
る
と
い
う
、
大
変
な
労

力
と
手
間
が
か
か
る
。
そ
の
た
め
、

現
在
で
は
、
日
本
で
こ
の
製
法
を

採
用
し
て
い
る
工
場
は
、
同
社
を

含
め
て
３
社
ほ
ど
し
か
な
い
。
手

間
が
か
か
り
、
量
産
で
き
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
フ
ッ
ト
ウ
ェ
ア

商
品
全
体
の
8
割
程
度
が
、
こ
の

バ
ル
カ
ナ
イ
ズ
製
法
で
作
ら
れ
て

い
る
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。

　

伝
統
の
知
恵
と
技
、
道
具
を
使

い
こ
な
し
、
た
く
さ
ん
の
パ
ー
ツ

を
組
み
合
わ
せ
て
一
足
の
靴
と
し

て
作
り
上
げ
る
こ
と
は
、
靴
づ
く

り
に
携
わ
る
人
た
ち
に
と
っ
て
の

醍
醐
味
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
、
靴
づ
く
り
に
関
し

て
は
、
ま
ず
ひ
と
通
り
の
流
れ
を

経
験
し
、
そ
の
中
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
能
力
や
適
性
に
応
じ
た
作
業

パ
ー
ト
を
手
が
け
な
が
ら
、
技
術

を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

一
人
前
に
な
る
に
は
、
様
々
な
工

程
を
学
び
、
経
験
を
積
む
必
要
が

あ
る
が
、
手
先
の
器
用
さ
や
情
熱

が
あ
れ
ば
、
１
年
未
満
で
ラ
イ
ン

に
入
れ
る
人
も
い
る
そ
う
。
立
ち

仕
事
が
多
い
の
で
、
技
を
極
め
た

い
人
、
コ
ツ
コ
ツ
型
の
人
に
向
い

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

＊　

＊　

＊

　

ス
ピ
ン
グ
ル
ム
ー
ヴ
は
、
日
本

人
の
足
型
を
徹
底
的
に
研
究
し
、

究
極
の
履
き
心
地
を
追
求
し
て
作

ら
れ
た
。
２
０
０
４
年
に
は
、
そ

の
品
質
と
デ
ザ
イ
ン
性
が
認
め
ら

れ
、
パ
リ
コ
レ
や
ミ
ラ
ノ
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
も
登
場
。
有
名
ブ
ラ
ン

ド
と
の
コ
ラ
ボ
や
、
数
々
の
賞
も

受
賞
す
る
な
ど
、
府
中
市
か
ら
世

界
へ
向
け
て
、
着
々
と
フ
ァ
ン
や

天然ゴムを主原料に
国内で生産されるゴ
ムタイル。バリエー
ションも豊富。
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ホビー用無線操縦模型は、大
空を自由に飛びたいという夢
をのせて…。そして今、世の
中にどう役立つのかという
テーマが、新しい乗り物の実
現へ向かっている。

代
背
景
と
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
変
化

に
合
わ
せ
、
事
業
構
造
は
変
わ
っ

て
も
、「
誠
実
と
和
、
い
か
に
お
客

様
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
か
、
感
動

し
て
い
た
だ
く
か
、
美
し
い
も
の

を
作
っ
て
い
く
か
」。
こ
の
ス
ピ

リ
ッ
ト
は
変
わ
ら
な
い
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
加
工
・
販

売
の
「
モ
ー
ル
ド
」
部
門
は
、
射

出
成
形
で
車
や
設
備
な
ど
の
部
品

を
製
造
。
真
空
・
圧
空
成
形
で
、

食
品
、
医
療
品
、
化
粧
品
の
ト
レ

イ
を
加
工
し
て
い
る
。
江
崎
グ
リ

コ
、
資
生
堂
、
デ
ン
ソ
ー
、
ホ
ー

ユ
ー
、
三
菱
電
機
な
ど
、
皆
さ
ん

が
耳
に
し
た
こ
と
の
あ
る
大
手
企

業
向
け
の
製
品
を
加
工
、
製
造
し

て
い
る
の
だ
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の

粒
を
乗
せ
た
ト
レ
イ
を
思
い
出
し

て
ほ
し
い
。
粒
が
ほ
ど
よ
く
収
ま
っ

た
窪
み
や
、
ト
レ
イ
の
裏
側
を
指

で
押
し
出
す
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が

飛
び
出
す
仕
組
み
、
子
ど
も
た
ち

の
目
を
引
く
カ
ラ
フ
ル
な
入
れ
物
。

そ
れ
ら
は
、
単
に
注
文
を
受
け
て

製
造
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

　

担
当
営
業
ス
タ
ッ
フ
は
、
企
画

段
階
か
ら
顧
客
企
業
と
関
わ
り
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
、
価
格
帯
、
顧
客

企
業
の
工
程
改
善
を
含
め
た
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
を
念
頭
に
、
設
計
や
形

状
な
ど
の
提
案
を
す
る
。
食
品
ト

レ
イ
な
ら
、
時
に
は
食
品
を
口
に

し
て
、
食
品
の
大
き
さ
ま
で
提
案

を
行
う
。
食
品
メ
ー
カ
ー
に
と
っ

て
も
、
商
品
の
付
加
価
値
を
さ
ら

に
高
め
る
た
め
、
ト
レ
イ
づ
く
り

と
一
体
に
な
っ
た
開
発
が
欠
か
せ

な
い
時
代
に
な
っ
た
。
そ
の
ト
レ

イ
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
高
い
評

価
を
得
て
、
増
収
増
益
を
果
た
し

て
い
る
。

＊　

＊　

＊

　

実
は
、
増
収
増
益
、
業
務
の
効

率
向
上
の
大
き
な
要
因
に
な
っ
て

い
る
社
内
行
事
が
あ
る
。「
１
０
０

km
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
だ
。
こ
の
行

事
が
始
ま
っ
た
き
っ
か
け
に
は
ド

ラ
マ
が
あ
っ
た
。
２
０
０
９
年
に

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
部
門
の
社
員

た
ち
が
、
３
代
目
社
長
の
松ま
つ
さ
か坂
晃こ
う

太た
ろ
う郎
さ
ん
に
「
新
工
場
を
建
て
て

ほ
し
い
」
と
申
し
出
た
。
食
品
用

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
に
本
腰
を

入
れ
る
た
め
、
ク
リ
ー
ン
な
工
場

が
必
要
だ
と
い
う
社
員
ら
の
懇
願

　

従
業
員
が
口
を
そ
ろ
え
て
、
自

分
の
会
社
の
魅
力
は
「
人
で
あ
る
」

と
答
え
る
。
市
民
に
と
っ
て
は
、

夢
に
向
か
っ
て
新
し
い
価
値
を
創

造
し
続
け
る
ヒ
ー
ロ
ー
的
な
存
在
。

ヒ
ロ
ボ
ー
は
ホ
ビ
ー
用
・
産
業
用

の
小
型
無
線
航
空
機
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ

な
ど
を
扱
う
会
社
だ
。

　

ヒ
ロ
ボ
ー
と
い
え
ば
ラ
ジ
コ
ン

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
と
い
う
認
識
を

持
っ
て
い
る
人
が
多
い
。
だ
が
、

そ
の
事
業
を
下
支
え
し
て
い
る
の

は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
部
門
。
時

ラ
ジ
コ
ン

ヘ
リ
の

次
の
感
動
を

つ
く
る
！

広島県府中市桜が丘3-3-1
売上高：22億円
従業員数：110人17 ヒロボー株式会社
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困
難
な
社
員
が
安
心
し
て
仕
事
に

取
り
組
め
る
よ
う
、
２
０
１
９
年

に
高
機
能
社
宅
を
建
設
し
た
。
本

社
か
ら
通
勤
時
間
が
徒
歩
10
分
ほ

ど
の
、
府
中
市
中
心
部
が
見
渡
せ

る
高
台
に
あ
る
。
⾧
期
居
住
も
可

能
。
家
賃
は
、
昇
給
に
応
じ
て
変

動
す
る
応
能
家
賃
を
採
用
。
新
規

採
用
者
や
子
育
て
世
代
の
社
員
を

応
援
し
て
い
る
。

　
「
世
の
中
に
な
い
も
の
を
作
れ

ば
お
客
様
は
必
ず
感
動
し
て
く
れ

る
」。
効
率
よ
り
も
思
い
を
優
先
す

る
企
業
で
あ
る
。

だ
。
そ
の
時
、
社
長
か
ら
本
気
度

を
試
さ
れ
た
の
が
、
愛
知
県
の
「
三

河
湾
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
１
０
０
km
歩

け
歩
け
大
会
」
へ
の
参
加
だ
っ
た
。

１
０
０
km
と
い
う
気
の
遠
く
な
る

よ
う
な
距
離
を
歩
く
。
初
参
加
で

完
歩
は
無
理
だ
ろ
う
と
誰
も
が

思
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
同
社
か
ら
参
加
し
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
門
チ
ー
ム
７
人

は
、
初
回
で
全
員
歩
き
切
っ
た
の

だ
。
社
員
の
事
業
に
か
け
る
思
い

は
見
事
、
社
長
の
心
を
動
か
し
、

新
工
場
建
設
へ
と
導
い
た
。

　

１
０
０
km
歩
い
た
社
員
た
ち
は

そ
れ
以
来
、
大
き
く
変
わ
り
、
営

業
成
績
が
ぐ
ん
ぐ
ん
上
が
り
始
め

た
。
ラ
ジ
コ
ン
で
世
に
名
を
上
げ

た
ヒ
ロ
ボ
ー
が
、
新
た
な
時
代
を

迎
え
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
チ
ー
ム
で
参
加
し
、
完
歩
を

目
指
す
こ
の
行
事
は
、
自
ず
と
連

帯
感
を
強
め
、
支
え
合
う
こ
と
の

本
当
の
意
味
を
体
感
し
、
感
謝
力

を
高
め
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
同

社
の
人
材
育
成
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ

に
加
わ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
希
望
者

の
み
の
参
加
で
、
強
制
で
は
な
い
。

＊　

＊　

＊

　

ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
部
門
は
、
夢
へ

向
か
っ
て
飽
く
な
き
挑
戦
を
続
け

て
い
る
。
ホ
ビ
ー
用
無
線
操
縦
模

型
は
、
同
軸
反
転
の
先
駆
モ
デ
ル

「
Ｘ
Ｒ
Ｂ
シ
リ
ー
ズ
」
で
発
泡
ブ

レ
ー
ド
を
採
用
し
、
安
心
・
安
全

な
ヘ
リ
を
市
場
へ
提
供
し
た
。
こ

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
Ｓ
Ｒ
Ｂ
ク
オ
ー

ク
シ
リ
ー
ズ
」
へ
引
き
継
が
れ
、

ま
た
新
次
元
の
フ
ラ
イ
ト
を
楽
し

め
る
Ｆ
３
Ｃ
世
界
選
手
権
競
技
機

「
Ｓ
Ｓ
Ｔ
︲
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｌ
Ｅ
４
」
な
ど
、

マ
ニ
ア
に
は
た
ま
ら
な
い
機
種
を

生
み
続
け
、
夢
を
応
援
す
る
。

　

ま
た
、
歩
く
ス
ピ
ー
ド
で
走
る

新
し
い
乗
り
物
「
ア
レ
グ
レ
ッ
ト
」

を
開
発
。
道
路
交
通
法
上
、
免
許

が
不
要
で
、
誰
で
も
手
軽
に
、
そ

し
て
安
全
に
移
動
で
き
る
パ
ー
ソ

ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
は
、
重
量
が
一

般
的
な
シ
ニ
ア
カ
ー
と
比
べ
て
約

３
割
以
上
軽
い
だ
け
で
な
く
、
ク
ー

ル
な
デ
ザ
イ
ン
が
特
徴
。

＊　

＊　

＊

　

夢
を
持
ち
、
遊
び
心
を
大
切
に

す
る
社
風
は
、
福
利
厚
生
に
も
表

れ
て
い
る
。
自
宅
か
ら
の
通
勤
が

チョコレートの粒をのせたトレ
イなども手掛けている。
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は
、
市
の
北
部
の
上じ

ょ
う
げ下

町
。
中
国

山
地
の
分
水
嶺
が
あ
る
、
か
つ
て

の
宿
場
町
だ
。
山
と
谷
の
間
に
あ

る
小
さ
な
平
地
に
集
落
や
、
棚
田

な
ど
の
農
耕
地
が
散
ら
ば
っ
て
い

る
。
清
流
が
あ
っ
て
昼
夜
の
寒
暖

差
が
大
き
い
の
で
、
お
い
し
い
米

が
獲
れ
る
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。

同
社
は
こ
こ
で
農
機
具
の
販
売
・

整
備
や
、
水
田
所
有
者
か
ら
の
委

託
に
よ
る
米
栽
培
な
ど
、
米
づ
く

り
に
関
わ
る
様
々
な
事
業
を
手
が

け
て
い
る
。

　

上
下
町
で
獲
れ
る
米
は
、
お
い

し
さ
で
は
全
国
各
地
の
米
ど
こ
ろ

に
も
引
け
を
と
ら
な
い
、
と
い
う

自
信
を
持
っ
て
い
る
。
だ
が
、
知

名
度
の
差
は
大
き
か
っ
た
。
県
外

に
販
路
開
拓
に
行
っ
た
時
、
食
べ

も
せ
ず
に
「
広
島
の
米
？　

聞
い

た
こ
と
な
い
し
、要
ら
な
い
よ
」
と
、

門
前
払
い
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ

た
。
平
地
が
少
な
く
、
収
穫
量
を

増
や
す
こ
と
に
は
限
り
が
あ
る
こ

の
上
下
町
で
、
米
づ
く
り
を
将
来

に
わ
た
っ
て
維
持
、
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
に
は
、「
お
い
し
い
米
」

と
し
て
広
く
認
知
し
て
も
ら
い
、

そ
れ
を
単
価
の
引
き
上
げ
へ
と
つ

な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
う

考
え
た
政
城
夫
妻
は
、
２
０
１
７

年
に
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上

げ
た
。
こ
の
地
の
標
高
４
８
０
ｍ

に
ち
な
ん
だ
「
四し
は
ち
ま
い

八
米
」
だ
。

　

品
種
は
、こ
し
ひ
か
り
。
そ
れ
に
、

植
物
を
発
酵
さ
せ
て
つ
く
っ
た
肥

料
で
育
て
た
「
こ
し
ひ
か
り
酵
素

栽
培
」
や
、
さ
ら
に
農
薬
な
ど
の

化
学
物
質
を
吸
着
、
分
解
す
る
光

触
媒
も
併
用
し
た
「
こ
し
ひ
か
り

酵
素
プ
レ
ミ
ア
ム
」
と
い
う
、
３

種
類
の
四
八
米
を
用
意
し
た
。

　
「
贈
ら
れ
て
う
れ
し
い
お
米
、
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
に
育
て
て
い
き
た

い
」
と
政
城
夫
妻
は
目
論
む
。
ギ

フ
ト
需
要
を
重
視
し
、
２
合
入
り

の
小
型
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
用
意
。

首
都
圏
の
顧
客
に
人
気
だ
そ
う
だ
。

＊　

＊　

＊

　

地
域
の
農
家
や
農
事
組
合
法
人

と
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
四
八
米
を

生
産
す
る
体
制
も
、
整
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
地
域
の
特
性
に
合
っ

た
新
し
い
米
づ
く
り
に
取
り
組
む

マ
サ
シ
ロ
で
は
、
若
い
人
材
、
特

に
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
求
め
て
い
る
。

　
「
こ
の
お
む
す
び
、
食
べ
て
み
て
」

と
、
政ま
さ
し
ろ
ひ
ろ
あ
き

城
裕
明
社
長
に
促
さ
れ
た
。

普
段
見
慣
れ
た
ご
飯
と
比
べ
る
と
、

粒
立
ち
が
き
れ
い
で
、
白
さ
が
際

立
っ
て
い
る
。
ひ
と
口
ほ
お
ば
る

と
、
も
っ
ち
り
と
し
た
歯
ご
た
え

と
と
も
に
、
上
品
な
甘
い
香
り
が

口
の
中
に
広
が
っ
た
。「
こ
の
あ
た

り
の
農
家
が
、
昔
か
ら
自
分
で
食

べ
る
た
め
に
つ
く
っ
て
き
た
お
米
。

多
く
は
獲
れ
な
い
の
で
」
と
、
妻

の
桂け
い
こ子
専
務
は
微
笑
む
。

＊　

＊　

＊

　

マ
サ
シ
ロ
が
社
屋
を
構
え
る
の

農
家
が

自
分
で

食
べ
た
い

米
づ
く
り

広島県府中市上下町小堀
1341
売上高：1憶8490万円
従業員数：8人

18 株式会社マサシロ

上下町のおいしい米を全国に
認知してもらうべく政城夫妻
が立ち上げたブランド「四八
米」。ギフト需要の高まりに合
わせて小型のパッケージも用
意した。
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天然原料由来の洗浄剤や入浴剤、接
着剤や印刷インキ、出版物やカタロ
グの表面を保護するラミネートなど、
テルペンから生まれた製品が身の周
りにはたくさんある。

合
っ
た
人
材
を
採
用
し
続
け
た
結

果
、
離
職
率
は
低
く
、
平
均
年
齢

は
45
歳
だ
。

　

同
社
は
、
松
の
木
や
、
オ
レ
ン

ジ
の
皮
な
ど
に
含
ま
れ
る
植
物
精

油
テ
ル
ペ
ン
を
用
い
た
工
業
原
料

を
製
造
す
る
。
粘
・
接
着
剤
、
ゴ
ム
・

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
改
質
剤
、
香
料
原

料
、
洗
浄
剤
、
電
子
材
料
、
医
農

薬
原
料
な
ど
、
様
々
な
分
野
の
中

間
原
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

テ
ル
ペ
ン
は
、
中
国
・
南
米
な
ど

か
ら
輸
入
さ
れ
、
同
社
で
付
加
価

値
の
高
い
製
品
へ
と
加
工
。
国
内

は
も
と
よ
り
米
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
ジ
ア
な
ど
海
外
に
も
輸
出
し
て

い
る
。
生
産
拠
点
を
国
内
に
置
く

こ
と
で
高
い
品
質
を
保
証
し
な
が

ら
世
界
と
取
引
を
す
る
。

　

創
業
者
で
あ
る
安や
す
は
ら
ひ
ろ
む

原
弘
さ
ん
は
、

戦
後
、
縁
あ
っ
て
松
根
油
製
造
を

学
ん
だ
。
戦
後
の
中
国
地
方
は
松

林
が
多
く
、
松
根
油
製
造
は
盛
ん

で
、
た
く
さ
ん
の
松
根
油
製
造
工

場
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
時
代
と
と
も
に
テ
ル

ペ
ン
産
業
は
衰
退
。
一
方
で
創
業

以
来
、
天
然
由
来
の
テ
ル
ペ
ン
を

原
料
に
安
全
で
高
品
質
な
製
品
を

製
造
、
供
給
し
て
き
た
同
社
の
経

験
と
技
術
力
は
、
テ
ル
ペ
ン
化
学

製
品
メ
ー
カ
ー
と
し
て
世
界
的
に

高
い
評
価
を
得
た
。

＊　

＊　

＊

　

テ
ル
ペ
ン
化
学
の
み
を
追
求
し

て
い
っ
た
結
果
、
世
界
有
数
の
テ

ル
ペ
ン
樹
脂
メ
ー
カ
ー
に
な
っ
た

こ
と
は
、
同
社
に
と
っ
て
の
強
み

で
あ
る
一
方
で
、
そ
れ
は
弱
み
に

も
転
じ
る
可
能
性
も
秘
め
て
い
る
。

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
採
用
担
当

者
は
面
接
時
に
「
世
界
に
数
社
し

か
な
い
会
社
だ
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
し
て
は
大
き
く
な
い
」
と
、
シ

ビ
ア
な
面
も
伝
え
る
こ
と
を
忘
れ

な
い
。

　

社
内
は
、
研
究
開
発
、
営
業
、

製
造
、
事
務
系
の
４
つ
に
分
類
。

テ
ル
ペ
ン
と
い
う
貴
重
な
天
然
原

料
と
化
学
技
術
を
融
合
さ
せ
、
顧

客
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
、

い
か
に
新
し
い
製
品
、
用
途
を
生

み
出
す
か
。
今
後
、
製
品
の
応
用

分
野
は
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
、

情
報
技
術
関
連
分
野
へ
と
広
げ
て

い
く
。

　
「
ヤ
ス
ハ
ラ
ケ
ミ
カ
ル
っ
て
何
を

し
て
い
る
会
社
か
、
ほ
と
ん
ど
の

人
が
知
ら
な
い
で
し
ょ
う
（
笑
）」

「
こ
う
い
う
記
事
っ
て
、
い
い
こ
と

書
き
た
が
る
け
ど
、
良
い
面
ば
か

り
書
か
な
い
で
ね
」
と
、
気
持
ち

良
い
ぐ
ら
い
サ
ッ
パ
リ
と
担
当
者

は
話
す
。
国
内
唯
一
で
あ
り
、
世

界
２
位
の
シ
ェ
ア
を
持
つ
テ
ル
ペ

ン
樹
脂
の
会
社
、
ヤ
ス
ハ
ラ
ケ
ミ

カ
ル
。

＊　

＊　

＊

　
「
真
面
目
で
コ
ツ
コ
ツ
、
素
直
さ

が
一
番
」
と
い
う
独
自
の
社
風
に

植
物
油

で
つ
く
る

生
活
の

必
需
品

広島県府中市高木町1080
売上高：122億900万円
従業員数：246人19 ヤスハラケミカル

株式会社
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軽量で耐久性やリサイクル性
に優れるダイカストは省エネ
･省資源化にも貢献している。

ダ
イ
カ
ス
ト
製
品
に
囲
ま
れ
て
生

活
し
て
い
る
。
で
は
、
ダ
イ
カ
ス

ト
技
術
と
は
ど
ん
な
も
の
か
と
い

う
と
、
た
い
焼
き
づ
く
り
が
イ
メ
ー

ジ
し
や
す
い
。
と
ろ
と
ろ
の
材
料

を
型
に
流
し
て
焼
き
上
げ
る
と
、

魚
の
形
を
し
た
た
い
焼
き
が
で
き

る
。
同
じ
要
領
で
、
溶
か
し
た
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な

ど
非
鉄
金
属
の
合
金
を
、
精
密
な

金
型
に
高
速
、
高
圧
で
流
し
込
み
、

瞬
時
に
成
形
し
て
軽
量
で
複
雑
な

形
状
の
製
品
を
作
っ
て
い
く
の
が

ダ
イ
カ
ス
ト
技
術
だ
。
大
量
生
産

が
可
能
な
た
め
、
軽
量
化
や
低
燃

費
化
を
追
求
す
る
自
動
車
や
オ
ー

ト
バ
イ
の
製
造
に
は
、
欠
か
せ
な

い
技
術
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
鋳
造
は
「
生
き
物
の
よ
う
」

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
微
妙
な
条
件

の
違
い
で
も
仕
上
が
り
が
変
化
す

る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
難
し
い
分
野

な
だ
け
に
、
高
度
な
技
術
力
を
必

要
と
す
る
。
リ
ョ
ー
ビ
で
は
、
金

型
の
設
計
か
ら
組
み
立
て
ま
で
、

一
貫
し
た
生
産
体
制
を
確
立
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
が
高
い
技
術
力

を
維
持
し
て
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
対

応
で
き
る
力
に
な
り
、
国
内
す
べ

て
の
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、
オ
ー

ト
バ
イ
メ
ー
カ
ー
と
取
り
引
き
す

る
ま
で
に
。
国
内
の
み
な
ら
ず
、

Ｇ
Ｍ
、
フ
ォ
ー
ド
、
フ
ォ
ル
ク
ス

ワ
ー
ゲ
ン
な
ど
世
界
の
自
動
車
に

リ
ョ
ー
ビ
の
ダ
イ
カ
ス
ト
製
品
が

採
用
さ
れ
て
い
る
。

＊　

＊　

＊

　

ダ
イ
カ
ス
ト
メ
ー
カ
ー
は
日
本

全
国
に
数
百
社
あ
る
が
、
シ
リ
ン

ダ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
や
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ケ
ー
ス
な
ど
重
要
な
大
型

自
動
車
部
品
を
作
れ
る
鋳
造
機
の

あ
る
ダ
イ
カ
ス
ト
メ
ー
カ
ー
は
、

リ
ョ
ー
ビ
を
含
め
数
社
ほ
ど
し
か

な
い
。

　

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
ブ
ロ
ッ

ク
の
ダ
イ
カ
ス
ト
化
を
世
界
で
初

め
て
実
現
し
た
の
も
リ
ョ
ー
ビ
の

技
術
だ
。
決
し
て
表
か
ら
見
え
る

こ
と
は
な
い
が
、
様
々
な
商
品
の

内
部
を
支
え
る
き
わ
め
て
重
要
な

製
品
を
生
み
出
し
続
け
て
い
る
の

だ
。
街
中
を
走
る
車
を
見
て
、
自

分
た
ち
の
作
っ
た
部
品
が
搭
載
さ

れ
て
い
る
と
思
う
と
、
モ
ー
タ
ー

フ
ァ
ン
な
ら
ず
と
も
ワ
ク
ワ
ク
し

　

東
京
ド
ー
ム
や
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ

ア
ム
の
野
球
中
継
で
、
球
場
の
「
Ｒ

Ｙ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
」
と
い
う
壁
面
広
告
が

映
る
と
、
市
民
は
「
ヨ
ッ
シ
ャ
！
」

と
い
う
気
分
に
な
る
。
日
本
中
の

一
流
の
企
業
に
並
ん
で
、
府
中
を

引
っ
張
っ
て
い
っ
て
く
れ
て
い
る
、

地
元
が
誇
る
存
在
だ
。

＊　

＊　

＊

　

リ
ョ
ー
ビ
の
主
力
は
、
ダ
イ
カ

ス
ト
事
業
。
自
動
車
の
心
臓
部
や

Ｏ
Ａ
機
器
、
建
築
用
品
な
ど
、
日

ご
ろ
あ
ま
り
気
に
と
め
な
い
部
分

で
、
実
は
私
た
ち
は
た
く
さ
ん
の

ダ
イ
カ
ス
ト

で
暮
ら
し
を

支
え
る

世
界
企
業

広島県府中市目崎町762
売上高：2205億円（連結）
従業員数：7683人20 リョービ株式会社
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て
き
そ
う
だ
。

　

売
上
の
８
割
以
上
を
占
め
る
ダ

イ
カ
ス
ト
事
業
で
培
っ
た
技
術
と

経
験
を
生
か
し
、
建
築
用
品
、
印

刷
機
器
と
い
っ
た
完
成
品
づ
く
り

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
建
築
用

品
事
業
で
は
、
ド
ア
の
上
部
に
取

り
付
け
て
ド
ア
を
静
か
に
確
実
に

閉
め
る
働
き
を
す
る
ド
ア
ク
ロ
ー

ザ
の
分
野
で
は
、
国
内
で
６
割
以

上
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
。
近

年
は
病
院
や
福
祉
施
設
、
学
校
な

ど
で
引
戸
が
多
く
使
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
引
戸
ク
ロ
ー
ザ
の
需
要
が

増
え
て
い
る
。
リ
ョ
ー
ビ
は
ス
チ
ー

ル
製
や
木
製
の
引
戸
に
対
応
す
る

豊
富
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
引
戸

ク
ロ
ー
ザ
を
取
り
そ
ろ
え
て
い
る
。

印
刷
機
器
事
業
は
、
２
０
１
４
年

に
三
菱
重
工
印
刷
紙
工
機
械
（
現
・

三
菱
重
工
機
械
シ
ス
テ
ム
）
と
合

弁
会
社
リ
ョ
ー
ビ
Ｍ
Ｈ
Ｉ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
創
設
。

高
精
度
で
多
機
能
の
オ
フ
セ
ッ
ト

印
刷
機
を
、
欧
米
を
は
じ
め
世
界

１
７
０
カ
国
以
上
に
送
り
出
し
て

い
る
。

　

評
価
す
る
声
は
枚
挙
に
い
と
ま

が
な
い
ほ
ど
各
分
野
を
リ
ー
ド
し

続
け
る
リ
ョ
ー
ビ
の
強
み
は
、
世

界
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ダ
イ
カ
ス

ト
技
術
を
生
か
し
、
新
た
な
付
加

価
値
を
プ
ラ
ス
し
た
、
よ
り
良
い

製
品
を
作
っ
て
い
こ
う
と
す
る
姿

勢
だ
。

　

現
在
で
は
、米
国
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
ジ
ア
な
ど
世
界
に
拠
点
を
持
ち
、

名
を
は
せ
て
い
る
リ
ョ
ー
ビ
だ
が
、

１
９
４
３
年
の
創
業
当
初
は
、
技

術
者
で
も
な
く
ダ
イ
カ
ス
ト
の
知

識
も
な
い
創
業
者
が
、
古
い
醤
油

蔵
の
一
部
を
借
り
て
工
場
に
改
造

し
た
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

第
２
次
大
戦
後
の
物
不
足
、
台
風

や
水
害
に
よ
る
工
場
の
被
害
、
ゼ

ロ
か
ら
の
開
発
︰
︰
様
々
な
苦
難

を
乗
り
越
え
、
試
行
錯
誤
を
重
ね

な
が
ら
、
リ
ョ
ー
ビ
ブ
ラ
ン
ド
が

次
々
と
誕
生
し
、
国
内
だ
け
で
な

く
世
界
へ
と
発
信
さ
れ
、
今
日
の

礎
と
な
っ
た
。＊　

＊　

＊

　

東
証
１
部
上
場
企
業
で
、
世
界

を
舞
台
に
活
躍
で
き
る
と
な
る
と
、

や
り
が
い
や
誇
り
を
感
じ
る
の
は

間
違
い
な
い
。
が
、
逆
に
、
あ
ま

り
の
ス
テ
ー
ジ
の
大
き
さ
に
、
思

わ
ず
尻
込
み
す
る
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
能
力

と
や
る
気
が
あ
れ
ば
、
若
手
社
員

で
も
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
サ

ポ
ー
ト
体
制
も
整
え
て
い
る
。
社

内
研
修
は
も
ち
ろ
ん
、
１
０
０
以

上
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
通
信
教
育

の
受
講
支
援
制
度
も
準
備
。
こ
ち

ら
は
期
間
内
に
修
了
す
れ
ば
、
受

講
料
の
半
額
を
負
担
し
て
も
ら
え

る
。
特
に
、
語
学
に
関
し
て
は
資

格
取
得
で
奨
励
金
も
支
給
さ
れ
る
。

　

女
性
の
平
均
勤
続
年
数
は
25
年

と
長
い
。
１
年
間
の
育
児
休
暇
を

取
れ
、
短
時
間
勤
務
も
選
択
で
き
、

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
も
充
実
。

家
族
の
病
気
や
急
用
な
ど
で
当
日

有
給
取
得
も
可
能
。
も
ち
ろ
ん
、

管
理
職
を
目
指
す
こ
と
も
可
能
だ
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、

厚
生
労
働
省
が
女
性
の
活
躍
を
推

進
し
て
い
る
優
良
企
業
に
与
え
る

「
え
る
ぼ
し
認
定
」
の
最
上
位
で
あ

る
3
つ
星
の
認
定
を
受
け
た
。

　

世
界
市
場
を
意
識
し
な
が
ら
、

世
界
中
の
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え

て
い
く
も
の
づ
く
り
が
、
こ
の
府

中
で
で
き
る
。
文
系
の
人
も
理
系

の
人
も
関
係
な
く
、
失
敗
を
恐
れ

ず
挑
戦
し
、
も
の
づ
く
り
の
大
き

な
可
能
性
を
実
感
で
き
る
。
そ
ん

な
企
業
で
あ
る
。
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【出勤日のスケジュール】  
昼はたまに職場の人と一緒に会社近
くの店でラーメンやお好み焼きを食
べます。 
勤務中は、事務所にいる時間と外に
出ている時間は半々くらいです。 
帰宅後はたまに料理をしたり、テレ
ビで野球観戦をしたり。

【休日の日の過ごし方】 
野球が趣味で、たまに朝早く家を出て福山などに試合に行ったりバッティングセ
ンターに行ったりしています。 

【将来の目標】 
何年か後には、自分が後輩に何を聞かれてもきちんと指導できる存在になってい
たいです。先輩から教えてもらってきたことに自分なりのプラスアルファをして
教えてあげられるようになりたいですね。

【出勤日のスケジュール】  
週2回、フットサル（20:00～ 22:00）
をしています！　活動日には定時で
上がって祖母の家に寄り、準備して
からグラウンドに向かっています。
弊社では定時後の社内スポーツ活動
が盛んで、兼部している人もいます。 

【休日の日の過ごし方】 
アウトドア派であまり家にいません。
サンフレッチェ広島の試合を見に行ったりしています。自分でやるスポーツはフッ
トサルと、たまにバドミントン。

【将来の目標】 
製品ができた後の最終的な検査は、現状では人の目で行っていますが、将来はそ
こを自動化できればと思っています。プログラム関連を受け持っているのは別の
部署ですが、設計の現場から声をあげ、部署間連携を強めて実現させたいです。
今年入った高卒の後輩を指導しているので、その子の成長も見守りたいですね。

府
中
市
内
の
企
業
に
就

職
し
た
先
輩
社
員
の

生
の
声
を
お
届
け
し
ま

す
！  

若
手
社
員
の
仕

事
は
？  

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
は
？  

気
に
な

る
リ
ア
ル
な
入
社
体
験

を
、
入
社
１
~
３
年
の

４
人
に
伺
い
ま
し
た
。

（
聞
き
手
：
橋
本
か
を
り
＝

グ
ロ
ー
カ
ル
メ
デ
ィ
ア
）

脈
々
受
け
継
が
れ
る
仕
事
の
流
儀

仕
事
の
流
儀

府
中
で
働
く
！
若
手
先
輩
の
座
談
会

特集Ⅲ
【
仕
事
の
や
り
が
い
！
】

Ｑ
．
皆
さ
ん
と
同
じ
二
十
代
の
私
か
ら
み
て
、
府
中

の
ま
ち
は
コ
ン
パ
ク
ト
で
職
場
か
ら
生
活
圏
ま
で
が

近
く
、
快
適
に
仕
事
が
で
き
そ
う
な
環
境
に
思
え
ま

す
。
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
仕
事
で
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
る
部
分
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

粟
：
産
業
用
ミ
キ
サ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
産
業
機
械

を
製
造
す
る
部
署
で
、
工
程
管
理
の
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。事
務
所
で
の
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
が
中
心
で
す
が
、

製
造
現
場
に
出
向
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
現
場
の
方

に
顔
を
覚
え
て
も
ら
い
、
自
分
が
手
配
し
た
も
の
が

「
作
業
し
や
す
か
っ
た
」「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て

も
ら
え
る
と
き
は
素
直
に
う
れ
し
い
で
す
ね
。

山
：
私
も
、
お
客
様
か
ら
感
謝
し
て
も
ら
え
た
と
き

に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
家
庭
や
企
業
の
廃
棄
物

処
理
を
す
る
工
場
の
事
務
員
と
し
て
管
理
票
の
処
理

や
お
客
様
対
応
を
し
て
い
ま
す
が
、
お
客
様
が
捨
て

る
の
に
困
っ
て
い
た
廃
棄
物
を
こ
ち
ら
で
処
理
で
き

た
と
き
に
「
捨
て
ら
れ
て
よ
か
っ
た
、あ
り
が
と
う
」

と
言
っ
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。ち
な
み
に
、

こ
こ
に
い
る
３
社
の
廃
棄
物
も
恐
ら
く
弊
社
の
工
場

で
処
理
し
て
い
ま
す
（
笑
）

武
：
全
員
初
対
面
で
す
が
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
関
係

し
て
い
た
ん
で
す
ね
（
笑
）
私
は
車
の
エ
ン
ジ
ン

の
部
品
な
ど
を
作
る
際
に
使
う
金
型
を
、
モ
デ
リ

ン
グ
ソ
フ
ト
で
設
計
し
て
い
ま
す
。
お
客
様
か
ら

指
示
さ
れ
た
モ
デ
ル
の
通
り
に
設
計
す
る
と
、
金

型
が
熱
さ
れ
た
と
き
に
膨
張
し
た
り
し
て
う
ま
く

い
き
ま
せ
ん
。
経
験
が
も
の
を
言
う
難
し
い
部
分

で
す
が
、
う
ま
く
金
型
の
形
状
を
提
案
で
き
た
と

武田沙良さん
（入社 3年目）

リョービ
ダイカスト事業
金型本部設計部 

山内梨華子さん
（入社 3年目）
オガワエコノス

事務統括部

粟村大介さん
（入社 2年目）

北川鉄工所
サンテックカンパニー

生産統括部 

松田ひなたさん
（入社 1年目） 

スピングルカンパニー
技術開発部

粟村さん武田さん
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き
は
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。 

松
：
日
々
、勉
強
で
す
よ
ね
。
私
は
ニ
チ
マ
ン
グ
ル
ー

プ
の
会
社
で
ス
ニ
ー
カ
ー
の
靴
底
に
用
い
る
ゴ
ム
材

料
の
品
質
管
理
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
大
学
で
化
学

を
専
攻
し
て
い
ま
し
た
が
、
ゴ
ム
材
料
の
こ
と
を
き

ち
ん
と
学
ん
だ
の
は
入
社
後
で
す
。
勉
強
が
足
り
な

い
と
感
じ
る
部
分
、
覚
え
る
部
分
も
多
い
の
で
大
変

で
す
が
、
業
務
の
中
で
専
門
知
識
を
身
に
つ
け
て
い

け
る
の
は
楽
し
い
で
す
ね
。 

【
会
社
を
選
ん
だ
理
由
は
？
】

Ｑ
．
府
中
は
様
々
な
業
種
の
も
の
づ
く
り
企
業
が

あ
り
ま
す
ね
。
今
の
会
社
を
選
ん
だ
理
由
は
何
で

す
か
？ 

武
：
出
身
高
校
で
は
大
学
に
進
学
す
る
人
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
私
は
専
攻
し
た
い
こ
と
が
見
え
ず
、

う
や
む
や
な
状
態
で
大
学
に
進
学
す
る
の
が
嫌
だ
っ

た
の
で
、
就
職
を
選
び
ま
し
た
。
府
中
に
住
む
高
齢

の
祖
母
の
顔
を
見
た
い
、
と
い
う
の
が
あ
り
、
府
中

で
の
就
職
を
希
望
し
ま
し
た
。
た
ま
に
祖
母
の
家
に

寄
っ
て
買
い
物
の
手
伝
い
な
ど
も
で
き
て
お
り
、
仕

事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
ま
す
。 

粟
：
自
分
は
大
学
進
学
も
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
就

職
す
る
な
ら
北
川
鉄
工
所
が
い
い
と
い
う
思
い
も

持
っ
て
い
ま
し
た
。
中
学
生
の
頃
、
府
中
の
鵜
飼
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
活
動
す
る
野
球
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属

し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
、
同
じ
チ
ー
ム
に

北
川
鉄
工
所
の
社
員
の
方
が
い
て
。
い
ろ
い
ろ
と
仕

事
の
こ
と
、
進
路
の
こ
と
を
親
身
に
な
っ
て
話
し
て

く
だ
さ
っ
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。 

松
：
私
は
皆
さ
ん
と
違
っ
て
広
島
県
外
の
出
身
で
、

府
中
に
足
を
運
ん
だ
の
も
就
活
の
時
が
初
め
て
で
し

た
。
じ
ゃ
あ
ど
う
し
て
ス
ピ
ン
グ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
を

志
望
し
た
か
と
い
う
と
、
製
品
が
す
ご
く
魅
力
的

だ
っ
た
か
ら
で
す
。
技
術
職
で
ざ
っ
く
り
と
就
職
先

を
探
し
て
い
た
と
き
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
っ

て
い
た
ス
ピ
ン
グ
ル
ム
ー
ヴ
の
靴
の
写
真
を
見
て

「
か
っ
こ
い
い
！
」
と
一
目
惚
れ
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
就
活
時
、
社
風
は
正
直
あ
ま
り
気
に
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
入
社
し
て
み
て
先
輩
社
員
の
方
々

が
丁
寧
に
仕
事
を
教
え
て
く
だ
さ
り
、
入
っ
て
よ

か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。 

【
就
活
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

Ｑ
．
府
中
に
は
先
輩
が
後
輩
の
面
倒
を
し
っ
か
り
み

て
い
く
企
業
風
土
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
皆
さ
ん
に

と
っ
て
後
輩
と
な
る
今
の
就
活
生
に
伝
え
た
い
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

山
：
高
校
生
の
頃
、
ラ
ー
メ
ン
屋
さ
ん
と
お
好
み
焼

き
屋
さ
ん
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ

れ
が
今
の
接
客
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
役
立
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
就
活
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
学

校
以
外
の
場
所
で
も
人
と
関
わ
る
機
会
を
大
切
に
し

て
ほ
し
い
で
す
。 

武
：
私
も
そ
れ
、
す
ご
く
思
い
ま
す
。
会
社
に
入
る

と
様
々
な
年
代
の
人
と
や
り
と
り
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
。
あ
と
部
活
も
大
事
な
経
験
で
す
ね
。
自
分
は

高
校
時
代
は
サ
ッ
カ
ー
部
で
、
朝
練
で
早
起
き
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
お
か
げ
で
今
、
早
起
き
で
き

て
い
る
と
感
じ
ま
す
（
笑
）

脈々受け継がれる脈々受け継がれる仕事の流儀

【出勤日のスケジュール】  
大分出身、1人暮らしなので帰宅後は
だいたい家事などをしています。 

【休日の日の過ごし方】 
朝いちでスーパーに行って 1週間ぶん
の買い出しをします。あとは平日に
できていない家事をまとめてやった
り。もう少し余裕が出てきたら、府
中市内を探索して、お好み焼き屋さ
んもいろいろ試してみたいです。府中は都会のように人がごみごみしていないで
すが、田舎すぎるわけでもなく、その塩梅がいいと思います。 

【将来の目標】 
スピングルムーヴのスニーカーのファンを今よりもっと増やすために、品質管理
や製品開発の面で貢献できたらと思います。しっかりとゴムに関する知識を身に
つけて、開発会議の際に靴の機能面を向上させるような自分なりのアイデアを提
案できるようになりたいです。

【出勤日のスケジュール】  
昼食時は電話や来客の対応があるの
で、食堂ではなく事務所で休憩をと
るようにしています。障害者支援団
体のおいしいパン屋さんが毎週来る
ので、たまにそれを買っています。 
帰宅後はテレビを見たり料理をした
り、ゆっくり過ごしています。 

【休日の日の過ごし方】 
休日は基本、ゆったり過ごしています。遊びに行くなら福山などの近場が多いで
すが、岡山などへ友達と泊まり旅行に行くこともあります。  

【将来の目標】 
お客様ひとりひとりに寄り添った接客を心掛け、的確な事務処理をしていきたい
です。数年後には別の工場か本社に異動になっていると思いますが、今の本山工
場で培ってきたノウハウを生かして役立っていければと思います。

松田さん 山内さん 
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